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　「
道
の
駅
」
は
１
９
９
３
（
平
成
５
年
）
に
登
録
・
案
内
制
度
が
制
定
さ
れ
、

全
国
１
０
３
駅
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。
11
月
に
17
駅
が
新
規
登
録
さ
れ
１
１
３

４
駅
に
発
展
し
た
。
発
足
か
ら
四
半
世
紀
。
来
春
で
25
周
年
を
迎
え
る
。
全

国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
こ
れ
を
機
に
、
10
月
に
鳥
取
県
倉
吉
市
・
三
朝
町

で
開
催
し
た
第
６
回
総
会
で
、
従
来
の
任
意
団
体
か
ら
来
春
以
降
の
法
人
化

を
目
指
す
方
針
を
提
案
、
承
認
さ
れ
た
。
同
連
絡
会
は
体
制
を
一
新
し
て
再

出
発
、
明
日
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
す
。
道
の
駅
も
、
こ
れ
か
ら
の
道
の
駅
の

あ
り
方
を
模
索
す
る
取
り
組
み
が
各
地
で
試
行
さ
れ
て
い
る
。

�

（
２
～
５
面
、
８
・
９
面
に
関
連
記
事
）

　
将
来
の
道
の
駅
で
最
も
期
待
さ
れ
て

い
る
の
が
「
自
動
運
転
車
」
の
導
入
だ
。

人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
目
覚
ま
し
い
進

歩
で
、
世
界
中
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
と
結
び
開
発
競
争
に
し

の
ぎ
を
削
る
。
政
府
も
日
本
再
生
の
け

ん
引
力
に
な
る
と
し
て
、
国
際
競
争
に

後
れ
を
取
ら
な
い
よ
う
全
面
的
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
。

　
国
土
交
通
省
を
中
心
に
、
そ
の
自
動

運
転
の
実
証
実
験
が
各
地
の
道
の
駅
で

始
ま
っ
て
い
る
の
だ
。
道
の
駅
は
都
市

部
よ
り
地
方
に
多
い
が
、
中
山
間
地
域

で
は
高
齢
化
が
進
み
若
者
の
都
市
圏
へ

の
流
出
も
続
い
て
い
る
。
中
山
間
地
に

暮
ら
す
お
年
寄
り
に
と
っ
て
、
足
の
確

保
は
死
活
問
題
で
あ
る
。
自
動
運
転
車

は
、
こ
の
課
題
解
決
に
大
き
な
福
音
に

な
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
か
ら
だ
。

　
道
の
駅
が
大
躍
進
し
た
最
大
の
理
由

は
、
民
間
発
想
で
始
ま
り
そ
の
後
の
運

営
も
地
域
主
体
の
民
間
の
ア
イ
デ
ア
で

運
営
さ
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
現
在
も

各
地
の
道
の
駅
で
、
地
域
独
自
の
「
こ

こ
だ
け
し
か
な
い
」
特
色
を
出
そ
う
と

試
み
る
創
意
工
夫
が
続
い
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
動
き
を
支
援
す
る
一
環
と

し
て
国
交
省
は
こ
の
ほ
ど
、
特
定
テ
ー

マ
型
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」
と
し
て
７
駅

を
認
定
、
発
表
し
た
。
平
成
28
年
度
に

導
入
し
た
制
度
で
、
初
回
テ
ー
マ
「
住

民
サ
ー
ビ
ス
部
門
」
６
駅
に
続
く
第
２

回
の
認
定
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
地
域

交
通
拠
点
部
門
」。
道
の
駅
が
公
共
交

通
間
の
接
続
拠
点
と
な
っ
て
お
り
、
地

域
住
民
の
足
の
確
保
に
寄
与
す
る
成
果

「道の駅」明日への一歩

全国「道の駅」連絡会総会開く

紅
葉
が
映
え
る
渓
流
沿
い
を
走
る
実
証
実
験
の
自
動
運
転
バ
ス
。
地
域
の
人
々
も
体
験
試
乗
（
滋
賀

県
東
近
江
市
蓼
畑
町
の
道
の
駅
「
奥
永
源
寺
渓
流
の
里
」
付
近
で
）

全国「道の駅」連絡会総会� １～ 3 面
地方創生�新モデル� ４面
列島保全への課題� ６面
日本風景街道　� 10 〜 11 面
道の駅診断� 12 面
読者の声／パズル／プレゼント� 14 〜 15 面

第51 号　ＩＮＤＥＸ

道の駅新聞「ルートプレス」は全国
の「道の駅」で配布しております。

を
上
げ
て
い
る
と
し
て
７
駅
を
認
定
し

た
。

　
各
地
の
道
の
駅
で
は
他
に
も
、
地
域

の
農
業
振
興
を
図
る
、
地
域
住
民
の
健

康
の
維
持
・
増
進
に
貢
献
す
る
な
ど
、

道
の
駅
を
核
拠
点
と
し
て
地
方
創
生
に

寄
与
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
目
標
を
掲
げ
た

取
り
組
み
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
が
目
指
す

法
人
化
も
、
各
地
の
道
の
駅
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
道
の
駅
の
質
の
向
上
を
図
る
た

め
、
独
自
の
支
援
事
業
を
展
開
し
や
す

く
す
る
の
が
狙
い
。
法
人
化
に
よ
る
メ

リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

能
強
化
で
道
の
駅
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を

目
指
す
の
が
目
的
だ
。

　
各
地
の
道
の
駅
の
新
た
な
創
意
工

夫
、
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
全
国
「
道

の
駅
」
連
絡
会
の
再
構
築
。
と
も
に
歩

む
両
者
は
25
周
年
を
機
に
明
日
へ
の
一

歩
を
踏
み
出
す
。

そうべつ情報館 i（アイ）
佐藤秀敏駅長

　駅名の i にはインフォメーションの

北海道有珠郡壮瞥町字滝之町 384-1
国道 453 号  TEL.0142-66-4200

アイ、出会いのアイ、ふれあいのアイの意味が
込められています。１階の農産物直売所では特
産の果物や野菜を購入することができ、2階の
火山防災学び館では有珠山、洞爺湖、昭和新山
など火山と共に生きる町の歴史を学べます。

桜の郷�荘川
山越信幸駅長

　霊峰白山の麓、庄川源流の高原にあり、

岐阜県高山市荘川町猿丸 88-1
国道 158 号　TEL.05769-2-1030

ダム湖に沈められる500年老桜を住民の強い願い
で移植し、宝にしている地域です。高齢者福祉に
力を入れる住民サービス部門・モデル「道の駅」。
高冷地野菜など農産物や手作り加工品を購入し、
併設の荘川温泉でくつろいでいただけます。

させぼっくす
園田郁子駅長

　西九州自動車道相浦・中里ICに隣接し、

長崎県佐世保市愛宕町 11
県道 11 号　TEL.0956-42-6077

208の群島からなる西海国立公園九十九島の近く。
佐世保レモンステーキ・自衛隊カレー・海軍ビー
フシチュー・佐世保バーガー等佐世保グルメを堪
能できるレストランと、こだわり特産品やベーカ
リーを中心とした銘品館で構成されています。
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　『
第
６
回
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
総
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
倉
吉
・
三
朝
』
が
10
月
、
鳥
取
県

倉
吉
市
、
同
三
朝
町
の
共
同
で
開
催
さ
れ
た
。
来
春
、
道
の
駅
の
登
録
・
案
内
制
度
が
ス
タ
ー
ト

し
て
25
周
年
を
迎
え
る
の
を
機
に
、
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
を
法
人
化
し
、
従
来
以
上
に
道
の

駅
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
を
決
議
す
る
な
ど
、
画
期
的
な
総
会
と
な
っ
た
。

サ
ポ
ー
ト
体
制
強
化
へ

連
絡
会
の
「
法
人
化
」
へ
弾
み

人
口
減
少
下
に
お
け
る
道
の
駅
の
未
来

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
1000
人
余

２

全国「道の駅」連絡会総会とシンポ

跡見学園女子大学
篠原靖准教授の
基調講演（概要）

のと千里浜
野間仁駅長

　日本で唯一「車で砂浜を走れる」千

石川県羽咋市千里浜町タ１-62
県道若部千里浜インター線　TEL.0767-22-3891

里浜なぎさドライブウェイと、のと里山海道千里
浜ＩＣに隣接して今夏オープンしました。自然栽
培農産品やその加工品、イノシシ精肉やその調
理品を販売しており、レストランとジェラート
ショップ、パン工房が大変充実しています。

世羅
土田昌克道の駅担当課長

　花とフルーツ、日本有数のランニン

広島県世羅町川尻 2402-1
国道 432 号　TEL.0847-22-4400

グコースを持つ駅伝の町にあり、駅内インフォ
メーションカウンターで周辺観光施設周遊のハブ
を務めます。地元食材を生かしたフードコーナー
や産直市、キッズコーナー、駅伝大会などのパブ
リックビューイング用大型スクリーンも人気。

三野
黒川征一駅長

　四国三郎吉野川を望め、川面に落ち

徳島県三好市三野町太刀野 1909-1
県道 12 号　TEL.0883-76-2050

る夕日が非常に美しいポイントにあります。鮎釣
りを楽しむ人々の姿は、夏の風物詩です。徳島産
材を利用した先駆的工法の木造施設内には食堂、
売店、休憩所があり、農産物直売所では町内で生
産されたこだわりの新鮮農産物が揃っています。

　
冒
頭
、
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡

会
の
本
田
敏
秋
会
長
（
岩
手
県
遠

野
市
長
）
が
「
道
の
駅
は
発
足
以

来
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
の
特
性
を
生

か
し
、
地
域
の
顔
と
し
て
活
動
す

る
こ
と
が
特
徴
。
道
の
駅
が
さ
ん

然
と
輝
く
よ
う
今
後
も
さ
ら
に
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
促
進
し
、
つ
な
が

っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
」

と
挨
拶
し
た
。

　
総
会
に
は
国
土
交
通
省
か
ら
初

め
て
石
川
雄
一
道
路
局
長
も
来
賓

で
出
席
。
中
国
地
方
整
備
局
の
道

路
部
長
の
経
験
も
あ
る
石
川
局
長

は
「
道
の
駅
は
平
成
５
年
の
創
設

以
来
４
半
世
紀
を
迎
え
、
今
や
知

名
度
は
抜
群
。
道
路
行
政
最
大
の

ヒ
ッ
ト
商
品
と
さ
れ
、
利
用
者
数

の
増
加
だ
け
で
な
く
、
役
割
も
休

憩
施
設
か
ら
新
た
な
展
開
が
進

み
、
集
客
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し

て
機
能
を
発
揮
す
る
と
と
も
に
、

特
に
住
民
サ
ー
ビ
ス
や
雇
用
の
場

と
な
る
な
ど
、
地
域
セ
ン
タ
ー
と

し
て
の
機
能
も
担
う
施
設
と
し
て

発
展
し
て
い
る
」
と
挨
拶
。

　
こ
の
中
で
同
局
長
は
、
国
交
省

が
道
の
駅
で
進
め
て
い
る
三
つ
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
た
。

　
一
つ
目
は
自
動
運
転
。
道
の
駅

に
将
来
、
自
動
運
転
技
術
を
導
入

し
、
住
民
の
移
動
手
段
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
、
道
の
駅
で
の
社
会

実
験
を
通
し
て
２
０
２
０
年
ま
で

に
定
着
さ
せ
た
い
意
向
。

　
二
つ
目
は
高
速
道
路
を
一
時
退

出
し
て
道
の
駅
を
利
用
し
て
も
ら

う
社
会
実
験
。
道
の
駅
を
高
速
道

路
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
利
用
者
に
も
、

高
速
道
路
料
金
を
継
続
し
た
ま
ま

利
用
し
て
も
ら
う
取
り
組
み
だ
。

　
三
つ
目
は
大
学
と
の
連
携
。
平

成
27
年
度
か
ら
観
光
学
部
な
ど
が

あ
る
大
学
と
の
連
携
だ
。
学
生
の

発
想
、
ア
イ
デ
ア
、
Ｉ
Ｔ
の
能
力

を
活
用
す
る
実
験
を
し
た
。
大
学

の
講
義
と
連
携
し
、
単
位
を
与
え

る
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

　
道
の
駅
同
士
や
地
域
と
の
連
携

が
広
が
っ
て
い
る
。
地
域
と
の
連

携
の
原
動
力
は
地
域
の
人
々
の
熱

意
で
あ
り
、
引
き
続
き
ハ
ー
ド
・

ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
し
っ
か
り
と

支
援
し
て
い
く
、
と
し
た
。

　
旅
は
団
体
旅
行
か
ら
個
人
旅
行

へ
転
換
。
体
験
・
滞
在
・
交
流
の

「
地
た
び
」
が
人
気
で
、
舞
台
や

ア
リ
ー
ナ
を
設
け
る
道
の
駅
も
出

て
体
験
型
観
光
が
増
え
、
着
地
型

り
を
持
っ
て
目
の
肥
え
た
消
費
者

の
目
に
か
な
う
よ
う
努
力
す
る
時

代
だ
。

　
２
０
４
７
年
、
日
本
の
人
口
は

１
億
人
に
減
り
、
高
齢
化
率
は
約

４
割
に
高
ま
り
生
産
年
齢
人
口
も

減
る
。
地
域
で
は
都
市
型
社
会
が

進
み
地
方
は
消
滅
、
少
子
高
齢
化

で
買
い
物
難
民
、
交
通
弱
者
、
介

護
・
福
祉
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
。

大
企
業
中
心
か
ら
個
人
中
心
と
な

り
、
生
き
方
、
生
活
重
視
で
防
災
、

健
康
、
安
全
、
平
和
が
キ
ー
ワ
ー

ド
に
な
る
。
旅
も
短
期
よ
り
長
期

滞
在
に
。
ど
れ
だ
け
知
っ
て
い
る

か
よ
り
ど
れ
だ
け
味
わ
っ
た
か
が

問
わ
れ
、
道
の
駅
に
求
め
ら
れ
る

ヒ
ン
ト
を
表
し
て
い
る
。

　
地
域
交
通
拠
点
を
テ
ー
マ
に
特

定
テ
ー
マ
型
モ
デ
ル
「
道
の
駅
」

が
選
定
さ
れ
る
。
道
の
駅
を
拠
点

に
中
山
間
地
域
か
ら
デ
マ
ン
ド
バ

ス
を
利
用
し
、
買
い
物
難
民
を
解

消
。
都
市
部
の
バ
ス
と
の
接
点
と

し
て
道
の
駅
に
乗
り
入
れ
る
。

　
政
府
は
６
０
０
０
万
人
の
観
光

客
呼
び
込
み
に
「
日
本
版
観
光
Ｄ

Ｍ
Ｏ
」
を
打
ち
出
し
た
。
Ｄ
Ｍ
Ｏ

は
地
域
の
観
光
を
一
本
化
し
て
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
観
光
客
を
呼
び
込

む
対
策
で
、
地
域
総
力
戦
で
コ
ン

テ
ン
ツ
を
創
る
。
外
国
人
観
光
客

を
地
方
に
呼
ぶ
観
光
周
遊
ル
ー
ト

の
策
定
な
ど
、
道
の
駅
は
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
核
に
な
る
。
道
の
駅
は
外
国
人

に
観
光
施
設
を
案
内
す
る
窓
口
、

外
国
人
と
地
元
住
民
の
接
点
だ
。

　
人
口
減
少
が
進
め
ば
滞
在
人
口

も
停
滞
。
代
わ
っ
て
交
流
人
口
拡

大
を
目
指
す
、
そ
れ
が
道
の
駅
。

今
後
は
①
地
産
地
消
②
経
営
者
が

店
に
立
つ
③
行
政
と
連
携
し
た
店

舗
運
営
④
１
次
産
品
に
付
加
価
値

を
つ
け
６
次
化
を
推
進
。「
今
だ

け
、
こ
こ
だ
け
、
あ
な
た
だ
け
」

に
対
応
し
た
経
営
が
大
切
だ
。

　
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
従

来
、
道
の
駅
を
設
置
す
る
自
治
体

の
首
長
が
集
ま
る
任
意
団
体
だ
っ

た
。
こ
れ
を
法
人
化
す
る
こ
と
で

道
の
駅
を
支
援
す
る
体
制
が
よ
り

充
実
し
、
連
絡
会
独
自
に
多
様
な

事
業
を
展
開
し
や
す
く
な
る
。
来

春
以
降
に
法
人
化
の
イ
メ
ー
ジ
や

行
程
を
正
式
に
決
め
、
全
国
の
道

の
駅
連
絡
会
関
係
者
が
、
し
っ

か
り
ス
ク
ラ
ム
を
組
ん
で
取
り

組
む
と
し
て
い
る
。

　
具
体
的
事
業
と
し
て
は
今
春
発

刊
し
た
教
科
書
「
道
の
駅
」
と
、

外
国
語
版
や
子
ど
も
用
な
ど
関
連

す
る
冊
子
の
出
版
や
、
こ
れ
を
中

心
的
テ
キ
ス
ト
と
し
て
、
道
の
駅

の
駅
長
や
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
を
強

化
し
た
り
、
道
の
駅
へ
の
知
見
豊

富
な
有
識
者
が
、
道
の
駅
を
巡
っ

て
ミ
ニ
講
演
す
る
全
国
キ
ャ
ラ
バ

ン
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。

　
総
会
会
場
は
昨
年
10
月
21
日
に

発
生
し
た
鳥
取
県
中
部
地
震
で
被

災
、
天
井
が
は
が
れ
落
ち
る
被
害

を
受
け
た
が
、
復
興
し
た
。
会
場

の
広
場
で
は
中
国
５
県
の
道
の
駅

　
総
会
後
『
全
国
「
道
の
駅
」
連

絡
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
in
倉
吉
・
三

朝
』
が
開
か
れ
１
０
０
０
人
以
上

が
参
加
し
た
。「
人
口
減
少
下
に

お
け
る
道
の
駅
の
未
来
」
を
テ
ー

マ
に
跡
見
学
園
女
子
大
学
の
篠
原

靖
准
教
授
が
基
調
講
演
。「
道
の

駅
の
拠
点
性
を
高
め
る
取
り
組
み

と
多
様
な
あ
り
方
」「
多
様
な
連

携
の
あ
り
方
」
の
二
つ
の
テ
ー
マ

で
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も

実
施
。
持
続
可
能
な
地
域
社
会
総

合
研
究
所
の
藤
山
浩
所
長
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
た
。

　『
こ
れ
か
ら
の
「
道
の
駅
」
に

求
め
ら
れ
る
も
の
』
が
テ
ー
マ
の

総
括
座
談
会
も
一
般
財
団
法
人
日

本
み
ち
研
究
所
の
石
田
東
生
理
事

長
（
筑
波
大
学
名
誉
教
授
）
を
座

長
に
開
催
。
石
田
教
授
は
「
供
給

者
の
高
齢
化
と
施
設
の
高
齢
化
が

問
題
。
中
山
間
地
域
を
ど
う
す
る

か
が
課
題
だ
。
最
大
の
ヒ
ッ
ト
商

品
、
地
方
再
生
の
最
大
ヒ
ッ
ト
で

あ
る
道
の
駅
は
、
自
治
体
の
首
長

備
部
が
発
表
し
た『
や
ま
が
た「
道

の
駅
」
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
０
』
だ
。

こ
れ
か
ら
の
道
の
駅
の
発
展
の
た

め
に
は
、
設
置
自
治
体
の
努
力
の

ほ
か
に
県
の
支
援
が
不
可
欠
。
そ

の
意
味
で
同
県
の
取
り
組
み
に
関

心
が
集
ま
っ
た
。

　
同
県
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
か
れ
る
20
年
代
初
頭
ま
で
に
、

山
形
ら
し
い
魅
力
あ
る
「
や
ま
が

た
道
の
駅
」
を
現
在
の
18
駅
か
ら

30
駅
程
度
に
増
や
し
観
光
振
興
、

地
域
の
産
業
振
興
等
を
図
り
「
や

ま
が
た
創
生
」
に
つ
な
げ
る
。
将

来
ビ
ジ
ョ
ン
は
①「
山
形
ら
し
い
」

基
本
機
能
を
持
つ
道
の
駅
（
人
に

も
く
る
ま
に
も
優
し
い
休
憩
機
能

／
初
め
て
日
本
、
山
形
を
訪
れ
る

人
を
助
け
る
情
報
発
信
機
能
／
山

形
を
発
信
し
、
新
た
な
仕
事
を
生

む
地
域
連
携
機
能
／
い
ざ
と
い
う

時
、
頼
り
に
な
る
防
災
機
能
）
②

各
々
が
独
自
性
を
持
つ
道
の
駅
③

互
い
に
連
携
す
る
道
の
駅
④
誰
も

が
行
き
や
す
い
道
の
駅
⑤
誰
も
が

参
加
で
き
る
道
の
駅
。同
県
は「
や

ま
が
た
道
の
駅
」
緊
急
整
備
推
進

事
業
の
補
助
金
を
設
け
た
。

　
国
交
省
も
道
の
駅
の
将
来
に
は

「
総
合
行
政
を
担
う
都
道
府
県
」

の
役
割
が
重
要
と
し
、
総
会
で
都

道
府
県
の
関
与
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
る
か
注
目
し
て
い
た
。

が
ブ
ー
ス
を
設
け
「
道
の
駅
ま
つ

り
」
も
同
時
開
催
、
参
加
者
で
に

ぎ
わ
っ
た
。

総会で挨拶する本田敏秋会長

総括座談会の取りまとめをす
る石田東生筑波大学名誉教授

観
光
も
定
着
・
普
及
し
た
。

道
の
駅
は
「
今
だ
け
、
こ

こ
だ
け
、
あ
な
た
だ
け
」

の
「
こ
こ
に
し
か
な
い
も

の
」
が
合
言
葉
。
こ
だ
わ

が
駅
長
の
場
合
も
あ
り
、
そ
の
上

に
地
方
創
生
が
あ
る
。
選
択
と
集

中
と
い
う
言
葉
は
一
見
美
し
い

が
、
と
も
す
れ
ば
切
り
捨
て
に
な

る
。
好
事
例
を
互
い
に
共
有
し
合

う
こ
と
が
大
切
」
と
総
括
。
最
後

に「
倉
吉
・
三
朝
宣
言
」を
採
択
し
、

中
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
会
長
の

吉
田
秀
光
三
朝
町
長
が
宣
言
を
読

み
上
げ
、
道
の
駅
の
質
の
向
上
や

連
携
の
強
化
を
誓
い
合
っ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

注
目
さ
れ
た
の
は
山
形
県
県
土
整

2017年（平成29年）12月 第51号

特
定
テ
ー
マ
型
モ
デ
ル

「
道
の
駅
」
７
駅
認
定

国交省

３

たかはた
近野忠継駅長

　山々に囲まれ豊潤で住みやすいため

山形県高畠町尾安久津 2072-1
国道 113 号　TEL.0238-52-5433

〝まほろばの里〟と称される高畠町の東玄関口にあ
ります。農産物は町内産限定にこだわって販売、
建物の3割に及ぶ案内所に専門スタッフが常駐し、
お客様をお迎えします。歴史と文化、農産物の宝
庫で、ゆったりとした時をお過ごしください。

錦
山北健一館長

　人吉球磨盆地のほぼ中央にあたる道

熊本県錦町一武 1544-1
国道 219 号　TEL.0966-34-5550

の駅。自然の起伏を活かした6.4㌶の広大な芝生
公園（くらんど公園）が、ドライブ疲れをリフレッ
シュしてくれます。直売所では、地元で採れた果
物がオールシーズン楽しめます。春（春メロン）
夏（桃・梨・ぶどう）秋（柿・栗）冬（苺）。

清川
大矢明夫駅長

　神奈川県で3番目、18年ぶりに誕生

神奈川県清川村煤ヶ谷 2129
県道 64 号　TEL.046-288-2700

した道の駅。宮ヶ瀬ダムに近く、ハイキング、キャ
ンプ場、原生林、釣り場など水と緑の観光資源に
囲まれています。採れたての地場野菜、地元ブラ
ンド豚の清川恵水ポークの精肉、清川産ゆず使用
スパークリングワイン等の特産品も販売中。

道の駅を拠点とした自動運転実証実験地域
■地域指定型（5カ所）
1 道の駅「かみこあに」（秋田県上小阿仁村）
2 道の駅「にしかた」（栃木県栃木市西方町）
3 道の駅 ｢奥永源寺渓流の里 ｣（滋賀県東近江市蓼畑町）
4 道の駅「赤城高原」（島根県飯南町）
5 道の駅「芦北でこぽん」（熊本県芦北町）
■公募型（8カ所）
1 道の駅「コスモール大樹」（北海道大樹町）
2 道の駅「たかはた」（山形県高畠町）
3 道の駅「ひたちおおた」（茨城県常陸太田市）
4 道の駅「たいら」（富山県南砺市）
5 道の駅「南アルプスむら長谷」（長野県伊那市）
6 道の駅「鯉が窪」（岡山県新見市）
7 道の駅「にしいや」／かずら橋夢舞台（徳島県三好市）
8 みやま市役所・山川支所（福岡県みやま市）
■その他机上検討（5カ所）
1 やまこし復興交流館「おらたる」（新潟県長岡市）
2 道の駅「明宝」（岐阜県郡上市）
3 道の駅「どんぐりの里いなぶ」（愛知県豊田市）
4 道の駅「妹子の郷」（滋賀県大津市）
5 楠こもれびの郷（山口県宇部市）

　
実
験
は
道
の
駅
周
辺
の
環
境
や

実
現
可
能
性
な
ど
を
検
討
し
国
土

交
通
省
が
選
定
し
た
「
地
域
指
定

型
」
５
カ
所
と
、
自
動
運
転
サ
ー

ビ
ス
に
強
い
関
心
を
持
ち
同
省
の

呼
び
か
け
に
応
じ
た
26
カ
所
か
ら

「
公
募
型
」
と
し
て
８
カ
所
が
選

ば
れ
、
準
備
の
整
っ
た
地
域
＝
別

表
＝
か
ら
進
め
ら
れ
た
。
他
に
５

カ
所
で
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
具
体

化
が
机
上
検
討
（
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ

テ
ィ
ス
タ
デ
ィ
）
さ
れ
る
。

　
衝
突
を
避
け
て
自
動
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
る
な
ど
、
市
販
車
に
採
用

さ
れ
始
め
た
自
動
運
転
技
術
は
さ

え
ず
道
の
駅
ま
で
戻
る
自
動
運
転

を
何
十
回
も
実
演
し
た
。

　
道
の
駅
周
辺
集
落
内
２
㌔
を
５

日
間
回
り
、
走
行
ル
ー
ト
の
カ
ー

ブ
や
段
差
、
障
害
物
、
通
行
人
な

ど
に
的
確
に
対
応
す
る
か
、
道
の

駅
と
集
落
間
の
貨
物
輸
送
が
可
能

か
な
ど
を
実
験
し
た
。「
に
し
か

た
」
の
大
久
保
正
駅
長
は
「
周
辺

中
山
間
地
で
は
住
民
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
。
自
動
運
転
で
道
の

駅
で
の
買
い
物
や
生
産
物
の
出
荷

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
れ
ば
う
れ
し

い
」と
実
用
化
を
楽
し
み
に
す
る
。

　
熊
本
県
の
道
の
駅
「
芦
北
で
こ

ぽ
ん
」
で
は
、
ヤ
マ
ハ
発
動
機
が

電
動
ゴ
ル
フ
カ
ー
ト
を
ベ
ー
ス
に

開
発
し
た
７
人
乗
り
小
型
車
を
使

用
、
ナ
ン
バ
ー
登
録
し
た
小
型
車

に
よ
る
公
道
で
の
わ
が
国
初
の
実

験
。
９
月
30
日
か
ら
８
日
間
、
道

の
駅
と
周
辺
地
域
６
・
３
㌔
で
、

モ
ニ
タ
ー
の
地
域
住
民
ら
１
０
０

人
の
足
と
し
て
町
役
場
、鉄
道
駅
、

病
院
な
ど
９
停
留
所
を
毎
日
６
便

運
行
。
道
の
駅
で
販
売
す
る
農
作

物
を
積
み
込
み
道
の
駅
で
受
け
取

る
実
験
も
。

　
専
用
区
間
４
０
０
㍍
は
運
転
者

が
助
手
席
に
移
り
時
速
12
㌔
で
無

人
走
行
、
モ
ニ
タ
ー
を
喜
ば
せ

た
。
実
験
担
当
の
国
交
省
熊
本
河

川
国
道
事
務
所
の
岩
熊
真
一
さ
ん

は
「
沿
道
の
草
木
が
少
し
車
道
に

出
て
い
た
り
、
段
差
に
過
敏
に
反

応
し
て
停
止
す
る
な
ど
若
干
の
課

題
は
あ
る
が
、
２
０
２
０
年
の
ス

タ
ー
ト
は
必
ず
ク
リ
ア
す
る
」
と

話
す
。
道
の
駅
で
の
実
験
は
11
月

か
ら
滋
賀
県
の
「
奥
永
源
寺
渓
流

の
里
」、島
根
県
の
「
赤
木
高
原
」、

茨
城
県
の
「
ひ
た
ち
お
お
た
」
で

も
始
ま
っ
た
。

　
政
府
は
平
成
25
年
の
閣
議
決
定

「
日
本
再
興
戦
略
」
で
、『
世
界
最

先
端
Ｉ
Ｔ
国
家
創
造
』
を
成
長
戦

略
の
中
心
に
据
え
る
と
宣
言
。
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
日
本
の
経
済
・
社

会
に
特
に
重
要
で
革
新
性
が
求
め

ら
れ
る
11
課
題
を
「
戦
略
的
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
）」
に
指
定
、
年
間
３
０

０
億
円
以
上
の
国
費
を
投
じ
産
官

学
一
体
で
基
礎
か
ら
実
用
化
ま
で

推
進
。
今
回
の
実
験
も
Ｓ
Ｉ
Ｐ
の

主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。

　
深
刻
な
高
齢
化
・
人
口
減
少
に
対
し
て
足
の
便
の
不
安
を
減
ら
し
、

次
世
代
自
動
車
の
開
発
・
普
及
で
国
際
競
争
に
勝
ち
、
日
本
再
生
の

け
ん
引
力
に
し
よ
う
―
―
。
成
長
戦
略
の
期
待
を
込
め
た
ク
ル
マ
の

「
自
動
運
転
」
実
現
を
目
指
す
動
き
を
加
速
、
道
の
駅
を
拠
点
に
し

た
中
山
間
地
域
で
の
実
証
実
験
が
今
秋
、
全
国
13
カ
所
で
始
ま
っ
た
。

ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
が
あ
る
。
実
験

で
は
運
転
者
が
ハ
ン
ド
ル
操
作
を

し
な
い
「
レ
ベ
ル
４
（
エ
リ
ア
限

定
）」が
専
用
空
間
で
実
施
さ
れ
る
。

　
９
月
２
日
に
実
験
を
開
始
し
た

栃
木
県
の
道
の
駅
「
に
し
か
た
」

で
は
、
石
井
啓
一
国
交
相
、
茂
木

敏
充
経
済
再
生
担
当
相
も
開
会
式

に
出
席
。「
高
齢
化
等
で
中
山
間

地
域
で
の
交
通
難
解
消
は
喫
緊
の

課
題
。
実
証
実
験
を
通
し
て
自
動

運
転
の
技
術
的
な
検
証
は
も
ち
ろ

ん
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
多
様

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
検
討
を
進

め
、
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
の
２
０

２
０
年
ま
で
の
実
社
会
で
の
実
現

を
目
指
す
」「
自
動
運
転
の
ク
ル

マ
づ
く
り
、
走
行
で
世
界
に
先
駆

け
21
世
紀
の
新
し
い
産
業
、
望
ま

し
い
社
会
の
模
範
を
示
そ
う
」と
、

抱
負
を
語
っ
た
。

　
実
験
車
両
は
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
社
が
用

意
し
た
フ
ラ
ン
ス
製
12
人
乗
り
小

型
電
気
バ
ス
。
前
部
後
部
の
区
別

が
な
く
、
中
央
部
に
車
い
す
で
乗

降
で
き
る
可
動
ス
ロ
ー
プ
付
き
出

入
り
口
が
あ
り
、
左
右
に
三
つ
ず

つ
の
座
席
と
立
席
ス
ペ
ー
ス
。
運

転
席
も
ハ
ン
ド
ル
も
な
く
、
事
前

入
力
さ
れ
た
地
図
や
道
路
状
況
等

の
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
レ
ー
ダ
ー

や
カ
メ
ラ
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
周
囲
の
状

況
と
自
車
位
置
を
確
認
し
て
自
動

走
行
す
る
。

　
試
乗
会
で
は
石
井
大
臣
や
地
域

住
民
有
志
ら
が
分
乗
。
立
席
の
係

員
に
よ
る
ド
ア
開
閉
、
発
進
ボ
タ

ン
操
作
で
道
の
駅
を
出
て
、
側
道

を
50
㍍
ほ
ど
走
行
後
、
向
き
を
変

　
国
土
交
通
省
は
こ
の
ほ
ど
、
平

成
29
年
度
の
特
定
テ
ー
マ
型
モ
デ

ル
「
道
の
駅
」
と
し
て
７
駅
を
認

定
、発
表
し
た
。
テ
ー
マ
（
部
門
）

は
「
地
域
交
通
拠
点
」。
中
山
間

地
域
や
そ
の
周
辺
で
、
道
の
駅
が

公
共
交
通
間
の
接
続
拠
点
に
な
っ

て
お
り
、
接
続
機
能
向
上
の
取
り

組
み
で
地
域
住
民
の
生
活
の
足
の

確
保
に
役
立
つ
成
果
を
あ
げ
て
い

る
駅
が
対
象
で
、
応
募
の
中
か
ら

模
範
性
の
あ
る
道
の
駅
を
審
査
し

た
。

　
認
定
さ
れ
た
７
駅
は
ど
こ
も
、

病
院
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど

住
民
サ
ー
ビ
ス
関
連
施
設
を
連
絡

す
る
幹
線
交
通
と
居
住
地
域
を
結

ぶ
支
線
交
通
の
接
続
拠
点
と
し

て
、
既
に
数
年
以
上
実
績
を
上
げ

て
い
る
。

　
路
線
バ
ス
の
ル
ー
ト
を
道
の
駅

経
由
に
変
え
た
り
、
バ
ス
停
を
道

の
駅
の
待
合
室
前
に
移
動
す
る
な

ど
、
住
民
の
便
利
を
考
え
た
工
夫

を
こ
ら
し
て
い
る
。
中
に
は
バ
ス

路
線
の
終
点
を
道
の
駅
ま
で
伸
ば

し
た
り
、
新
た
に
道
の
駅
か
ら
特

急
バ
ス
を
新
設
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
っ
て
、
先
駆
性
や
独
創
性
に

富
ん
で
い
る
。

　
国
交
省
は
地
方
創
生
実
現
の
有

力
手
段
と
し
て
道
の
駅
の
重
要
性

が
高
ま
る
中
、
道
の
駅
の
質
的
向

上
に
向
け
た
取
り
組
み
を
目
的
に

平
成
28
年
度
か
ら
、
全
国
の
道
の

駅
の
模
範
と
な
り
質
の
向
上
に
寄

道
の
駅
拠
点
で
自
動
運
転
実
験

「にしかた」で自動運転バスに乗り込む地域の子ら

「芦北でこぽん」で使ったヤマハ提供の自動運転車

平成 29 年度　特定テーマ型モデル「道の駅」（地域交通拠点部門）
駅　名 所在市町村 主な特長

あしょろ銀河
ホール２１ 北海道足寄町 バスと一般車両の駐車場を分離。路線バスの運行時間に合わせ待合所の営業時間を延長

上品の郷 宮城県石巻市 バス停を道の駅の待合スペース前に移動。東日本大震災後にバスの仮設住宅路線を新設

輪島 石川県輪島市 将来の無人自動走行も見据えた電動カートの試験走行。隣接文化会館との渡り廊下を整備

吉野路黒滝 奈良県黒滝村 コミュニティーバスと路線バス相互の時間を調整。乗り継ぎ者に路線バス乗車券を無料配布
舞ロード
ＩＣ千代田

広島県
北広島町

高速バス停乗り継ぎ経路にエレベーターや屋根を設置。Ｉ
Ｃカードチャージ機を設置、高速バスのチケット販売も

虹の森公園
まつの 愛媛県松野町 路線バス終点を道の駅まで延伸。路線バスとコミュニティーバス相互の運行時間を調整

むなかた 福岡県宗像市 路線バスルートを道の駅経由に変更。道の駅から福岡市の中心部の天神行き特急バスを新設

与
す
る
特
定
テ
ー
マ
型

モ
デ
ル
「
道
の
駅
」
の

認
定
を
始
め
た
。

　
28
年
度
の
第
１
回
の

テ
ー
マ
は
「
住
民
サ
ー

ビ
ス
」
で
、
地
域
福
祉

向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
道
の
駅
を
、
全
国
の

道
の
駅
か
ら
６
駅
選
ん

だ
。
今
回
が
２
回
目
の

認
定
で
、
今
後
も
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
を
設
定

し
て
特
定
テ
ー
マ
型
モ

デ
ル
「
道
の
駅
」
を
認

定
し
て
い
く
方
針
。

　
認
定
さ
れ
た
道
の
駅

は
、
各
地
の
道
の
駅
か

ら
の
視
察
や
講
師
の
派

遣
要
請
に
対
応
す
る
な

ど
、
道
の
駅
の
質
的
向

上
に
貢
献
す
る
役
割
を

担
う
。

ま
ず
中
山
間
地
域
13
カ
所
で
ス
タ
ー
ト
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中心市街地での循環バスのみ進入可と
した取り組み（フランス・ディジョン）

　
繁
華
街
や
生
活
道
路
等
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、

「
ラ
イ
ジ
ン
グ
ボ
ラ
ー
ド
」
を
導
入
す
る
動
き
が
欧
州
の

多
く
の
都
市
で
活
発
化
し
て
い
る
。
我
が
国
で
も
交
通

ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た
、
地
区
交
通
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
実
現
し
て
い
く
手
法
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
。

　
ラ
イ
ジ
ン
グ
ボ
ラ
ー
ド
と
は
、
動
力
に
よ
り
自
動
昇

降
す
る
ボ
ラ
ー
ド
（
車
止
め
）
で
、
形
状
は
円
筒
形
、

欧
州
で
は
鋼
鉄
製
の
強
固
な
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
よ
る
自
動
認
識
や
無
線
方
式
、
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
等
に
よ
り
許
可
車
両
を
認
識
し
、
制
御
す
る

方
法
が
一
般
的
で
あ
る
。

　
時
間
や
空
間
の
制
御
が
自
動
で
可
能
と
な
る
こ
と
か

ら
、
沿
道
商
店
街
や
住
民
と
の
合
意
形
成
を
円
滑
に
す ７

安心安全社会の切り札 ｢ライジングボラード ｣
等
乗
り
入
れ
可
）、
外
縁
部
か
ら
都
心
部
に
接
続
す
る
街

路
全
て
に
ラ
イ
ジ
ン
グ
ボ
ラ
ー
ド
を
設
置
し
て
い
る
。

　
都
心
内
を
循
環
す
る
ミ
ニ
電
気
バ
ス
及
び
居
住
者
の

み
通
行
可
と
す
る
運
用
を
行
っ
て
お
り
、
自
動
車
を
気

に
せ
ず
安
心
し
て
回
遊
で
き
る
空
間
が
確
保
さ
れ
、
多

く
の
市
民
で
賑
わ
っ
て
い
る
。

　
我
が
国
に
お
い
て
も
、
商
店
街
や
繁
華
街
、
通
学
路

な
ど
で
の
導
入
が
始
ま
っ
て
い
る
。
一
方
で
高
齢
者
等

に
よ
る
交
通
事
故
や
車
両
を
用
い
た
テ
ロ
へ
の
対
応
が

急
務
で
あ
り
、
誰
も
が
安
心
し
て
歩
い
て
暮
ら
せ
る
社

会
を
実
現
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て
、
ラ
イ
ジ
ン
グ
ボ
ラ
ー

ド
の
普
及
に
期
待
し
た
い
。

�

（
一
般
財
団
法
人
計
量
計
画
研
究
所
　
牧
村
和
彦
）

る
交
通
ま
ち
づ

く
り
の
ツ
ー
ル

と
し
て
も
メ
リ

ッ
ト
を
有
し
て

い
る
。

　
例
え
ば
フ
ラ

ン
ス
・
デ
ィ
ジ

ョ
ン
で
は
、
都

心
繁
華
街
の
自

動
車
交
通
を
制

御
す
る
た
め

（
日
中
は
マ
イ

カ
ー
乗
り
入
れ

を
制
御
、
早
朝

等
は
貨
物
車
両

４

お茶の京都 みなみやましろ村
森本健次駅長

　南山城村は、京都の一大茶産地とし

京都府南山城村北大河原殿田 102
国道 163 号　TEL.0743-93-1392

て、宇治茶を支えてきました。お茶はもちろん、
極濃村抹茶ソフトクリームや村茶パウンドケーキ
など、徹底的に茶の品質にこだわったオリジナル
商品も数多く揃えたお茶づくしの道の駅。道の駅
の前には茶畑が広がりロケーション抜群です。

くりもと
石田清隆代表取締役

　北総台地の豊かな自然の中にあり、

千葉県香取市沢 1372-1
県道 44 号成田鹿島港線　TEL.0478-70-5151

直売所では特産のさつま芋、新鮮な野菜と果物
や農産加工品などが人気です。農園では米作り
やサツマイモ・落花生の掘り取り、ブルーベリー
摘み・栗拾いなどの収穫体験もＯＫ。ザリガニ
やニジマス釣りを楽しめる里山公園もあります。

田切の里
中林正文代表取締役社長

　中央アルプス南駒ケ岳の懐に抱かれ、

長野県飯島町田切 2598-1
国道 153 号伊南バイパス　�TEL.0265-98-5525

河川段丘に開けた豊かな自然が新鮮な朝採り野菜
や梨・りんご・ぶどう等の果物、花を育て、店内
いっぱいに並べます。地元食材を使った農家レス
トラン、100％地粉の手打ち蕎麦も大好評。春は桜、
秋は一面のコスモスが皆様を歓迎します。

地
方
創
生 

新
モ
デ
ル

新
施
設
も
オ
ー
プ
ン

手
賀
沼
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク

今春開催された道の駅「しょうなん」創
業祭の音楽ライブを楽しむ地域の人たち
（手賀沼の前の広場で）

ビュッフェスタイルの
レストラン「四季の彩」
（ヘルシーテラス佐久南）

　
手
賀
沼
は
都
心
か
ら
30
㌔
の
利

根
川
水
系
天
然
湖
沼
で
、
柏
市
の

ほ
か
３
市
に
ま
た
が
り
、
総
面
積

６
・
５
平
方
㌔
。
大
戦
後
か
ら
高

度
成
長
期
に
か
け
て
大
規
模
干

拓
、
急
激
な
都
市
化
に
よ
り
水
質

悪
化
全
国
ワ
ー
ス
ト
１
に
苦
し
ん

だ
時
期
も
あ
っ
た
が
、
利
根
川
か

ら
の
導
水
、
下
水
道
普
及
で
浄
化

が
進
み
、
豊
か
に
残
る
水
辺
の
自

　
長
野
県
佐
久
市
伴
野
に
７
月
、

県
内
最
大
級
の
道
の
駅
「
ヘ
ル
シ

ー
テ
ラ
ス
佐
久
南
」
が
オ
ー
プ
ン

し
た
。
浅
間
山
や
蓼
科
山
な
ど
雄

大
な
山
々
を
背
景
に
広
が
る
田
園

の
中
の
道
の
駅
。
東
西
を
通
る
国

道
１
４
２
号
と
無
料
の
高
速
道
路

「
中
部
横
断
自
動
車
道
」
が
交
差

す
る
道
路
交
通
網
の
接
点
で
中
部

横
断
道
の
佐
久
南
Ｉ
Ｃ
に
隣
接
、

観
光
バ
ス
や
物
流
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

も
利
用
し
や
す
く
、
同
高
速
道
の

Ｓ
Ａ
と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

　
最
大
の
特
徴
は
、
産
業
と
し
て

の
農
業
と
暮
ら
し
と
し
て
の
農
業

を
確
立
し
、
農
業
を
通
じ
て
世
界

最
高
健
康
都
市
構
築
に
寄
与
す
る

「
健
康
・
長
寿
の
道
の
駅
」
を
目

指
し
て
い
る
点
だ
。
健
康
長
寿
が

テ
ー
マ
の
道
の
駅
は
珍
し
く
、
道

の
駅
の
あ
り
方
に
一
石
を
投
じ
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
　
特
に
農
産
物
直
売
所
は
、
安

心
安
全
な
朝
採
れ
の
新
鮮
な
地
元

産
の
農
産
物
を
販
売
。
年
間
を
通

じ
て
旬
な
野
菜
を
提
供
し
地
産
地

消
に
よ
る
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル

の
レ
ス
ト
ラ
ン
「
四
季
の
彩
」
を

開
設
、
佐
久
地
域
の
名
物
料
理
を

提
供
す
る
。
料
理
に
塩
分
量
を
表

示
し
て
、
地
域
住
民
と
来
訪
者
の

健
康
増
進
に
も
配
慮
し
て
い
る
。

　
　
Ｊ
Ａ
を
昨
年
退
職
し
て
駅
長

に
な
っ
た
青
木
栄
治
さ
ん
は
「
新

鮮
な
野
菜
の
販
売
だ
け
で
な
く
自

主
的
な
抜
き
打
ち
検
査
も
行
い
安

全
安
心
に
最
大
の
注
意
を
払
っ
て

い
る
。
地
域
の
長
寿
の
秘
訣
は
、

高
齢
者
が
趣
味
の
延
長
で
農
作
物

を
生
産
し
、
道
の
駅
を
通
じ
て
販

売
。農
作
業
で
ス
ト
レ
ス
が
減
り
、

文
化
に
根
付
い
た
食
生
活
を
し
て

い
る
か
ら
で
は
」
と
話
す
。

　
最
新
の
厚
生
労
働
省
統
計
に
よ

る
と
、
同
県
は
男
女
共
に
日
本
一

の
長
寿
県
。
数
㌔
南
に
は
「
高
度

医
療
と
健
康
福
祉
の
拠
点
を
担

う
」
地
域
に
密
着
し
た
佐
久
総
合

病
院
も
あ
る
。
農
村
部
に
特
有
の

高
血
圧
な
ど
健
康
問
題
を
解
決
し

よ
う
と
全
村
民
の
健
康
管
理
や
集

団
検
診
を
実
施
、
Ｔ
Ｖ
番
組
「
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｘ
〜
挑
戦
者
た
ち

〜
」
な
ど
で
紹
介
さ
れ
、
農
村
医

学
と
い
う
学
問
を
生
ん
だ
病
院

で
、
多
方
面
と
連
携
し
て
い
る
。

　
青
木
駅
長
は
「
オ
ー
プ
ン
当
日

は
看
護
師
に
来
て
も
ら
い
血
圧
測

定
を
実
施
し
た
。
道
の
駅
の
オ
ー

ナ
ー
は
Ｊ
Ａ
。
佐
久
総
合
病
院
も

Ｊ
Ａ
厚
生
連
な
の
で
今
後
、
連
携

を
模
索
し
た
い
」
と
期
待
す
る
。

道
の
駅
が
住
民
や
来
訪
者
の
健
康

に
寄
与
す
る
取
り
組
み
は
、
道
の

駅
の
新
た
な
可
能
性
を
示
す
。

　
千
葉
県
柏
市
が
市
内
の
手
賀
沼
沿
岸
に
あ
る
道
の
駅
「
し

ょ
う
な
ん
」
を
重
要
拠
点
に
位
置
付
け
、
都
市
農
業
振
興
策

「
手
賀
沼
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ク
事
業
」
を
周
辺
一
帯
で

進
め
て
い
る
。
新
た
な
道
の
駅
の
可
能
性
を
探
る
地
方
創
生

の
モ
デ
ル
と
し
て
、
他
自
治
体
も
注
目
し
て
い
る
。

加
え
、
地
域
ぐ
る
み
で
総
合
的
計

画
的
に
手
賀
沼
周
辺
を
魅
力
ア
ッ

プ
さ
せ
る
抜
本
策
と
し
て
、
国
の

平
成
28
年
度
地
方
創
生
加
速
化
交

付
金
も
受
け
、
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ク
事
業
が
本
格
的
に
動
き
出

し
た
。

　
計
画
で
は
、
道
の
駅
「
し
ょ
う

な
ん
」
の
わ
き
に
新
施
設
を
平
成

31
年
度
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
（
現
施

設
も
改
修
し
翌
年
開
業
予
定
）、

事
業
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
拠
点
に
す

る
。
手
賀
沼
漁
協
の
フ
ィ
ッ
シ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
て
水
辺
の
拠
点
と
し
、
交
流
拠

点
間
を
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
、
遊
覧
船
、

レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
、
緑
道
で
有
機

的
に
結
ぶ
試
み
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
さ
ら
に
、
各
地
の
野
菜
・
果
実

農
園
の
栽
培
、
収
穫
体
験
な
ど
グ

リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
官
民
連

携
・
開
催
な
ど
で
活
性
化
し
、
そ

の
情
報
を
各
拠
点
の
情
報
セ
ン
タ

ー
で
案
内
、
都
市
農
村
交
流
人
口

の
拡
大
、
魅
力
あ
る
農
の
確
立
を

目
指
し
て
い
る
。

健
康
長
寿
テ
ー
マ
に

「
ヘ
ル
シ
ー
テ
ラ
ス
佐
久
南
」
オ
ー
プ
ン

然
環
境
と
田
園
風
景
が
、
広
く
東

京
圏
の
フ
ァ
ン
も
集
め
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
道
の
駅
「
し
ょ
う
な
ん
」
は
、

ジ
ョ
ギ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
な

ど
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
ほ
か
、数
多
く
の
観
光
農
園
、

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
、
ア
グ
リ

ビ
ジ
ネ
ス
（
農
業
と
そ
の
関
連
産

業
）
参
加
に
併
せ
た
休
憩
、食
事
、

買
い
物
客
が
増
え
、
年
間
入
場
者

約
１
１
０
万
人
の
に
ぎ
わ
い
拠
点

に
な
っ
た
。

　
し
か
し
、
就
農
人
口
約
１
６
０

０
人
は
昭
和
50
年
代
の
25
％
、
耕

作
地
面
積
約
１
７
０
０
㌶
も
同
70

％
と
減
少
の
一
途
で
、
後
継
者
難

も
目
立
つ
。
そ
こ
で
窮
状
打
開
に

道の駅「しょうなん」で都市農業振興策
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高
速
道
路
を
一
時
降
り
て
近
く
の
道
の
駅
に
寄
り
道

し
て
も
１
時
間
以
内
な
ら
料
金
に
影
響
し
な
い
「
賢
い

料
金
」
と
名
付
け
た
試
行
実
験
が
、
全
国
計
20
カ
所
へ

と
拡
大
実
施
さ
れ
る
。

　
高
速
道
路
の
休
憩
施
設
は
原
則
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

及
び
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
の
最
大
間
隔
が
25
㌔
を
超
え

な
い
よ
う
に
設
置
さ
れ
て
き
た
。
近
年
は
交
通
量
の
少

な
い
区
間
な
ど
で
設
置
が
見
送
ら
れ
、
国
土
交
通
省
に

よ
る
と
休
憩
施
設
の
空
白
区
間
25
㌔
以
上
が
全
国
約
１

０
０
区
間
に
上
っ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
国
交
省
は
今
年
春
か
ら
関
越
道
高
崎
玉
村

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
近
く
の
「
玉
村
宿
」
／
新
東
名
新
城
Ｉ

Ｃ
近
く
の
「
も
っ
く
る
新
城
」
／
山
陽
道
徳
山
西
Ｉ
Ｃ

近
く
の｢

ソ
レ
ー
ネ
周
南｣

の
３
道
の
駅
で
、
大
量
・

高
速
デ
ー
タ
の
受
発
信
可
能
な
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２
・
０
搭
載
車

を
対
象
に
一
時
退
出
実
験
を
実
施
し
て
い
る
。

　
そ
の
結
果
、
利
用
者
の
滞
在
時
間
は
平
均
30
分
間
で
、

８
割
が
ト
イ
レ
を
利
用
し
、
食
事
・
給
油
・
特
産
品
等

の
購
入
意
向
も
強
い
と
判
明
、
休
憩
施
設
空
白
区
間
の

う
ち
17
カ
所
で
も
、
同
様
実
験
を
追
加
実
施
す
る
こ
と

に
し
、
今
年
度
中
に
順
次
開
始
す
る
。

　
財
政
難
や
人
口
減
少
の
進
展
に
対
応
し
、
高
速
道
路

も
整
備
中
心
か
ら
「
賢
い
利
用
」
へ
と
政
策
転
換
し
、
地

方
創
生
の
拠
点
と
し
て
期
待
さ
れ
る
道
の
駅
の
活
性
化
を

図
る
狙
い
も
込
め
た
措
置
。
今
後
も
実
験
の
実
施
状
況
を

踏
ま
え
、
空
白
区
間
の
さ
ら
な
る
解
消
を
目
指
す
。

「夢ナビライブ」で「道の駅は地域革新」

　
大
学
の
学
問
の
魅
力
に
つ
い
て

30
分
で
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た

講
義
ラ
イ
ブ「
夢
ナ
ビ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
」

も
実
施
。
こ
の
中
で
、
道
の
駅
の

研
究
で
知
ら
れ
る
宮
崎
大
学
地
域

資
源
創
成
学
部
の
熊
野
稔
地
域
資

源
創
成
学
科
教
授
が
「
道
の
駅
は

地
域
革
新
」
の
テ
ー
マ
で
、
将
来

の
地
域
を
支
え
活
性
化
を
担
う
若

者
に
、
道
の
駅
の
今
日
的
意
義
を

大
学
教
授
が
高
校
生
に
模
擬
講
義

模
擬
講
義
す
る
熊
野
稔
宮
崎
大
学
地
域
資
源
創
成
学
科
教
授

な
発
展
を
実
現
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
や
村
お
こ
し
の
取
り
組
み
が
大

切
。
そ
れ
に
は
十
分
な
「
実
現
可

能
性
調
査
」
を
行
い
、
公
共
事
業

と
し
て
投
資
効
果
が
得
ら
れ
る
か

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
手

法
を
研
究
す
る
の
が
地
域
経
営

学
、
都
市
計
画
学
な
ど
で
、
地
域

の
「
こ
れ
か
ら
」
を
総
合
的
に
考

え
る
学
問
だ
。

　
１
９
９
３
年
に
全
国
１
０
３
カ

所
で
開
設
さ
れ
た
道
の
駅
は
２
０

１
７
年
４
月
現
在
１
１
１
７
カ
所

に
増
え
た
。
道
の
駅
は
円
滑
な
交

通
を
支
え
る
休
憩
場
所
の
機
能
、

情
報
発
信
機
能
、
地
域
連
携
機
能

を
持
つ
「
地
域
と
と
も
に
つ
く
る

個
性
豊
か
な
に
ぎ
わ
い
の
場
」
と

し
て
ス
タ
ー
ト
。
24
時
間
利
用
可

能
な
ト
イ
レ
や
駐
車
場
を
備
え
た

公
共
施
設
で
、
近
年
は
災
害
時
の

避
難
場
所
や
食
料
支
援
な
ど
防
災

機
能
も
発
揮
し
て
い
る
。

　
全
国
で
最
初
に
社
会
実
験
を
始

め
た
山
口
県
萩
市
の
道
の
駅
「
ゆ

と
り
パ
ー
ク
た
ま
が
わ
」
は
、
地

域
の
人
々
か
ら
「
道
の
駅
が
で
き

な
か
っ
た
ら
ま
ち
は
存
続
し
な
か

っ
た
か
も
」と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

田
万
川
地
区
は
県
内
屈
指
の
果
物

生
産
地
。
道
の
駅
の
お
か
げ
で
販

売
量
が
伸
び
、
売
れ
残
っ
た
果
物

は
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
加
工
品
と
し
て

販
売
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
雇
用

拡
大
に
も
つ
な
が
っ
た
。

　
高
齢
化
地
域
の「
買
い
物
難
民
」

対
策
と
し
て
、
道
の
駅
は
今
後
、

食
料
品
や
日
用
品
を
宅
配
す
る
機

能
な
ど
も
期
待
さ
れ
る
。
そ
の
実

現
に
は
地
元
企
業
の「
Ｃ
Ｓ
Ｒ（
企

業
の
社
会
的
責
任
）」
と
の
コ
ラ

ボ
な
ど
、
新
た
な
手
法
の
検
討
が

必
要
で
、
担
う
の
は
次
世
代
を
生

き
る
若
者
だ
。

　
都
市
計
画
は
従
来
、
土
木
工
学

・
建
築
学
系
の
学
部
で
学
ぶ
の
が

一
般
的
だ
っ
た
が
、
ま
ち
づ
く
り

や
村
お
こ
し
を
総
合
的
に
研
究
す

る
に
は
、
地
理
な
ど
の
社
会
科
系

科
目
や
経
営
・
経
済
の
知
識
が
重

要
。
各
地
の
大
学
は
文
系
科
目
と

し
て
都
市
計
画
を
学
ぶ
学
部
・
学

科
を
創
設
し
て
い
る
。「
都
市
計

画
に
興
味
は
あ
る
が
理
系
科
目
は

苦
手
」
な
ら
、
文
系
の
都
市
計
画

の
学
部
を
探
し
て
み
よ
う
。

５

　
東
北
の
全
道
の
駅
や
道
の
駅
を

持
つ
地
方
自
治
体
が
加
盟
す
る
東

北
「
道
の
駅
」
連
絡
会
は
、『
東

北
「
道
の
駅
」
検
定
』
を
実
施
し

て
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　
道
の
駅
同
士
の
連
携
を
図
り
、

交
流
人
口
増
に
よ
る
地
域
活
性
化

と
、
道
の
駅
に
精
通
し
た
人
材
や

道
の
駅
フ
ァ
ン
を
増
や
し
、
道
の

駅
に
対
す
る
関
心
を
深
め
て
も
ら

う
の
が
狙
い
だ
。

　
２
０
１
５
年
に
『
東
北
「
道
の

駅
」
検
定
～
２
０
１
６
プ
レ
検

定
』
を
試
行
的
に
開
催
。
好
評
を

得
た
た
め
16
年
か
ら
東
北
各
県
で

本
格
ス
タ
ー
ト
し
た
。
16
年
は
青

森
、
岩
手
両
県
で
両
県
の
道
の
駅

を
テ
ー
マ
に
、
各
地
域
の
特
徴
あ

る
道
の
駅
に
つ
い
て
検
定
試
験
を

実
施
、
１
５
０
人
以
上
が
受
検
し

た
。

　
本
格
実
施
２
年
目
の
17
年
は
７

月
に
宮
城
県
の
検
定
を
仙
台
市

で
、
９
月
に
は
秋
田
県
の
検
定
を

潟
上
市
で
開
催
。
多
く
の
参
加
者

が
受
検
し
、
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定

着
し
て
き
た
。

　
合
格
者
に
は
賞
状
、
合
格
証
、

特
製
缶
バ
ッ
ジ
を
進
呈
し
、
受
検

者
全
員
に
「
東
北
道
の
駅
ロ
ー

ド
マ
ッ
プ
」「
道
の
駅
広
報
誌

m
ichi-co

」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

た
。
出
題
の
公
式
テ
キ
ス
ト
は
ス

タ
ン
プ
ブ
ッ
ク
で
、
東
北
６
県
の

す
べ
て
に
合
格
し
た
人
は
「
東
北

道
の
駅
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
に
認

定
す
る
仕
組
み
。
地
域
住
民
だ
け

で
な
く
、
道
の
駅
の
知
識
を
深
め

る
た
め
、
自
治
体
職
員
の
受
検
も

勧
め
て
い
る
。

　
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
も
こ

の
催
し
に
注
目
、
東
北
だ
け
で
な

く
全
国
で
の
開
催
を
検
討
し
た
い

意
向
だ
。
実
現
す
れ
ば
出
題
の
公

式
テ
キ
ス
ト
は
、
同
連
絡
会
が
発

行
し
た
教
科
書
「
道
の
駅
」
と
す

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。

　
高
校
生
を
対
象
に
全
国
の
大
学
教
授
が
学
問
の
魅
力

を
伝
え
、模
擬
講
義
す
る
「
夢
ナ
ビ
ラ
イ
ブ
２
０
１
７
」

が
今
夏
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か
れ
約
４
万
人
の

高
校
生
が
参
加
し
た
。
国
公
立
大
44
校
、
私
立
大
１
５

８
校
か
ら
大
学
教
授
３
８
４
人
が
ミ
ニ
講
義
を
実
施
。

参
加
全
大
学
が
個
別
説
明
ブ
ー
ス
を
設
け
て
進
学
相
談

も
行
い
、
学
び
た
い
学
問
が
決
め
ら
れ
な
い
、
わ
く
わ

く
す
る
学
問
は
な
い
か
な
ど
模
索
す
る
高
校
生
の
た
め

教
授
が
相
談
に
乗
っ
た
。

150
人
以
上
が
受
検

昨
年 

東
北
「
道
の
駅
」
検
定
が
人
気

猪苗代
田中俊明駅長

　雄大な磐梯山の麓、猪苗代湖も見える

福島県猪苗代町堅田五百苅 1
国道 115 号　TEL.0242-36-7676

風光明媚な景勝地に建つ福島県第 1 号の重点「道の
駅」で、災害時には防災拠点になります。冬季の床
暖房を備えた段差の無い広い通路、車椅子で利用で
きるよう低くした特注陳列台の野菜売り場、低い位
置のレジなどバリアフリーを考慮しています。

霧の森
野村泰一駅長

　名産の新宮茶と癒しをテーマにして

愛媛県四国中央市新宮町馬立 4491-1
県道 5 号　TEL.0896-72-3111

おり、茶フェ・茶店・レストラン・売店・天然
温泉・コテージが一体となった複合観光施設で
す。人気の霧の森大福も製造・販売しています。
清流・馬立川のせせらぎを聞きながら、ゆっく
りと流れる霧の森時間を満喫してみませんか。

熊野古道中辺路
森昌子駅長

　世界遺産の熊野古道中辺路ルート牛

和歌山県田辺市中辺路近露 2474-1
国道 311 号  TEL.0739-65-0671

馬童子口にあり、12 角形に花笠をのせた小さな
駅です。古道を旅する方々、国道を通行する人た
ちに、山間地ならではの地場産品を中心に提供し、

「来てよかった会えてよかった」と思われるいや
し空間づくりを日々心がけ運営しています。

【追加実験する 17 道の駅】
おりつめ（岩手県九戸村）／村田（宮城県村田町）／猪苗代（福島県猪苗代町）
／ごか（茨城県五霞町）／保田小学校（千葉県鋸南町）／しらね（山梨県南ア
ルプス市）／親不知ピアパーク（新潟県糸魚川市）／若狭おばま（福井県小浜
市）／アグリの郷栗東（滋賀県栗東市）／丹波おばあちゃんの里（兵庫県丹波
市／奥大山（鳥取県江府町）／舞ロードＩＣ千代田（広島県北広島町）／来夢
とごうち（広島県安芸太田町）／むいかいち温泉（島根県吉賀町）／霧の森（愛
媛県四国中央市）／彼杵の荘（長崎県東彼杵町）／えびの（宮崎県えびの市）

高速から道の駅へ「賢い料金」実験中

講
義
し
注
目

を
集
め
た
。

　
少
子
高
齢

化
と
人
口
減

少
が
社
会
問

題
に
な
っ
て

い
る
。
仕
事

や
暮
ら
し
の

舞
台
で
あ
る

「
ま
ち
」
を

持
続
さ
せ
る

に
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域

資
源
を
総
合

的
に
検
討

し
、
持
続
的

＜一時退出イメージ＞



2017 年（平成 29 年）12 月第 51 号

　
全
体
的
に
少
な
い
と
い
う
こ
と

も
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
大
き
な
不

利
条
件
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
大
き

な
ハ
ン
デ
ィ
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
こ
の
可
住
地
が
、
き
わ
め
て

分
散
的
に
し
か
存
在
し
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
平
野
は
内

陸
地
域
で
は
盆
地
と
し
て
、
ま
た

海
岸
地
域
で
は
、
河
川
が
押
し
出

し
て
き
た
河
口
部
の
土
砂
の
上
に

し
か
な
い
の
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
河
川
改
修

　
図
１
は
、
江
戸
時
代
以
降
に
河

　
わ
れ
わ
れ
が
暮
ら
し
て
い
る
国

土
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
に

つ
い
て
は
、
わ
れ
わ
れ
は
十
分
に

理
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
の
国
土
だ
け
を
対

象
に
勉
強
し
た
の
で
は
、
理
解
し

て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

　
わ
が
国
が
経
済
的
に
競
争
し
て

い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
心
部
や
あ

る
い
は
北
ア
メ
リ
カ
・
中
国
の
中

原
部
あ
た
り
と
の
比
較
の
中
で
、

わ
が
国
の
国
土
条
件
の
特
徴
を
列

記
し
て
み
る
と
、
彼
ら
に
は
な
い

い
く
つ
も
の
厳
し
い
自
然
条
件
が

わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

　
今
号
の
「
日
本
人
を
育
ん
だ
国

土
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
」

シ
リ
ー
ズ
第
３
回
は
、
わ
が
国
の

平
野
が
狭
く
少
な
い
こ
と
が
テ
ー

マ
で
あ
る
。

国
土
面
積
の
27
％

　
標
高
が
５
０
０
㍍
以
下
で
傾
斜

し
て
い
な
い
と
か
、
あ
る
い
は
沼

沢
地
で
な
い
な
ど
の
条
件
を
満
た

す
土
地
を
可
住
地
と
い
う
。
わ
が

国
は
山
岳
地
が
広
い
た
め
、
可
住

地
は
国
土
面
積
の
27
％
程
度
し
か

な
い
。
可
住
地
が
イ
ギ
リ
ス
で
は

85
％
、
ド
イ
ツ
で
は
67
％
、
フ
ラ

ン
ス
で
は
73
％
も
あ
る
こ
と
を
考

え
る
と
、
こ
の
可
住
地
比
率
の
小

さ
さ
は
そ
れ
だ
け
で
も
厳
し
い
ハ

ン
デ
ィ
と
な
っ
て
い
る
。

　
農
地
に
し
た
り
、
都
市
を
つ
く

っ
た
り
、
工
場
を
建
て
た
り
と
い

っ
た
近
代
的
な
土
地
利
用
は
、
可

住
地
で
な
い
と
ほ
と
ん
ど
行
え
な

い
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
可
能

に
な
る
土
地
が
こ
れ
だ
け
少
な
い

の
で
あ
る
。

日
本
人
を
育
ん
だ
国
土
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
③

列島保全への課題可住地が分散  狭く少ない平野

流路の固定の歴史
　
本
書
は
、
わ
が
国
の
地
理
的
条
件
・
自
然
条
件
だ
け
で
な
く
、
わ

れ
わ
れ
日
本
人
は
何
を
経
験
し
、
何
を
経
験
し
な
か
っ
た
の
か
？
　

東
の
中
で
も
点
在
的
に
存
在
す
る

小
高
い
と
こ
ろ
だ
け
が
、
人
が
住

ん
だ
り
、
耕
作
地
に
使
っ
た
り
で

き
る
土
地
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、江
戸
時
代
に
入
っ
て
、

利
根
川
の
流
れ
を
銚
子
の
方
に
付

け
替
え
る
利
根
川
東
遷
事
業
や
、

荒
川
の
流
れ
を
入
間
川
の
方
に
替

え
る
荒
川
西
遷
事
業
な
ど
が
行
わ

れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
の
努
力
に

よ
り
、
河
川
の
流
路
を
固
定
す
る

と
い
っ
た
整
備
が
な
さ
れ
た
こ
と

で
、
今
日
の
よ
う
に
ま
と
ま
っ
て

使
え
る
関
東
平
野
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
河
川
は
自
由
に
流
れ
る
よ
う
に

す
る
の
が
よ
い
な
ど
と
言
う
人
が

い
る
が
、
流
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
を

６

川
改
修
を
行
っ
て
河
川
の
流
路
を

固
定
す
る
前
の
関
東
平
野
の
様
子

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
今
の
人
は
、
日
本
は
平
野
が
小

さ
く
、
ま
と
ま
っ
て
使
え
る
土
地

が
少
な
い
と
い
っ
て
も
、
関
東
平

野
の
よ
う
な
大
き
な
平
野
が
あ
る

で
は
な
い
か
と
思
う
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
関
東
平
野
が
こ
の

よ
う
に
ま
と
ま
っ
て
使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
実
は
そ
ん
な
に

昔
の
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
図
１
に
あ
る
よ
う
に
、
昔
は
多

く
の
河
川
が
自
由
自
在
に
流
れ
て

お
り
、
洪
水
が
あ
る
度
に
流
路
を

変
え
な
が
ら
、
各
地
域
を
水
浸
し

に
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
よ
う
な

流
れ
方
を
し
て
い
た
。
だ
か
ら
関

河川改修で利用地を拡大

国
土
が
日
本
人
の
謎
を
解
く

大
石
久
和
著

そ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア

メ
リ
カ
、
中
国
の
人
々
と

ど
う
異
な
っ
て
い
る
の
か

？
　
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

の
出
来
る
好
著
。

発
行
：
産
経
新
聞
出
版

定
価
：
１
３
０
０
円
＋
税

流
れ
る
よ
う
に
し
な
い
と
、
人
間

が
使
え
る
土
地
な
ど
生
ま
れ
な
い

の
で
あ
る
。

　
今
、
関
東
平
野
を
ほ
ぼ
一
体
的

に
使
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
私

た
ち
日
本
人
の
長
年
に
わ
た
る
努

力
の
成
果
だ
と
い
う
こ
と
を
、
よ

く
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ま
と
ま
っ

た
使
い
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
歴
史
の
長
い
時
間
で
い

え
ば
、
比
較
的
最
近
の
こ
と
な
の

で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
河
川
改
修
の
第

一
歩
は
、
流
路
の
固
定
で
あ
る
。

流
路
の
固
定
が
な
け
れ
ば
、
農
地

に
す
る
に
し
ろ
、
都
市
を
建
設
す

る
に
し
ろ
、
計
画
的
な
土
地
利
用

が
で
き
る
わ
け
も
な
い
。し
か
し
、

流
路
の
固
定
は
き
わ
め
て
困
難
な

作
業
で
あ
っ
た
。

木
曽
三
川
の
治
水

　
中
部
地
方
に
は
「
木
曽
三
川
」

と
い
わ
れ
る
河
川
（
揖
斐
川
・
長

良
川
・
木
曽
川
）
が
あ
る
。
こ
れ

ら
の
河
川
は
、
岐
阜
県
海
津
市
あ

た
り
で
き
わ
め
て
近
接
し
て
流
れ

て
お
り
、
昔
は
そ
れ
ぞ
れ
の
河
川

で
洪
水
が
あ
る
た
び
に
、
流
路
を

ま
た
が
っ
て
流
れ
た
た
め
、
一
流

域
で
大
雨
が
降
る
と
、
そ
れ
が
全

下
流
域
に
及
ぶ
と
い
っ
た
被
害
が

た
び
た
び
発
生
し
た
。

　
江
戸
幕
府
は
そ
こ
で
、
こ
の
三

川
の
近
接
部
を
き
ち
ん
と
分
流
す

る
こ
と
に
し
、
木
曽
川
は
木
曽
川

の
流
路
、
長
良
川
は
長
良
川
の
流

路
、
揖
斐
川
は
揖
斐
川
の
流
路
に

な
る
よ
う
、
三
川
を
分
離
す
る
治

水
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

た
。
島
津
藩
に
御
手
伝
い
普
請
を

命
じ
て
行
わ
せ
た
こ
れ
は
「
宝
暦

治
水
」（
１
７
５
４
年
～
１
７
５

５
年
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
こ
の
工
事
は
き
わ
め
て
難
工
事

で
あ
っ
た
た
め
、
多
数
の
島
津
藩

士
が
病
死
し
た
り
自
害
し
た
り
し

た
。
ま
た
、
予
想
外
の
費
用
が
か

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
工
事
責
任
者

で
あ
っ
た
島
津
藩
家
老
の
平
田
靱

負
は
、
工
事
完
了
時
に
切
腹
を
し

て
責
任
を
と
っ
た
。

　
し
か
し
、
江
戸
時
代
の
技
術
力

で
は
こ
の
三
川
を
分
離
す
る
こ
と

は
不
可
能
だ
っ
た
。
木
曽
三
川
が

完
全
に
分
流
さ
れ
今
日
の
姿
に
な

っ
た
の
は
、
明
治
以
降
の
治
水
努

力
の
成
果
な
の
で
あ
る
。

　
流
路
を
固
定
す
る
と
い
っ
て

も
、
洪
水
時
に
は
自
由
に
流
れ
よ

う
と
す
る
か
ら
大
変
で
、
と
き
に

は
堤
防
が
決
壊
し
て
し
ま
う
こ
と

も
あ
る
。
し
か
し
、
過
去
の
人
々

の
努
力
に
よ
り
、
そ
の
第
一
歩
の

一
応
の
整
備
が
な
さ
れ
て
き
た
た

め
に
、
今
日
で
は
大
河
川
が
流
れ

る
エ
リ
ア
で
も
、
比
較
的
ま
と
ま

っ
た
土
地
利
用
が
で
き
て
い
る
の

で
あ
る
。

おりつめ
秋元光浩駅長

　県立自然公園の折爪岳麓にあり、産
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れ、健康茶としても注目されています。産直場で
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フ
ラ
ン
ス
で
は		

「
哲
学
」
が
必
修
科
目

　「
認
識
を
欠
い
た
場
合
、
解
釈

で
き
る
か
」「
我
々
は
幸
せ
に
な

る
た
め
に
生
き
て
い
る
の
か
」「
政

治
に
関
心
を
持
た
ず
に
道
徳
的
に

ふ
る
ま
う
こ
と
は
で
き
る
か
」
―

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
フ
ラ
ン
ス
の

リ
セ
（
高
校
）
修
了
認
証
国
家
試

験
「
バ
カ
ロ
レ
ア
」
の
「
哲
学
」

の
問
題
で
す
。   

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
リ
セ
の
最
終

学
年
で
哲
学
の
授
業
が
必
修
科
目

に
な
り
、
人
文
系
の
生
徒
は
週
８

時
間
、
経
済
・
社
会
系
は
週
４
時

間
、
科
学
系
は
週
３
時
間
、
職
業

系
で
も
週
２
時
間
の
受
講
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
哲
学
の
授

業
は
、初
等
教
育
以
降
の
国
語（
フ

ラ
ン
ス
語
）
の
授
業
を
引
き
継
い

で
、
論
理
的
に
思
考
す
る
こ
と
を

徹
底
的
に
教
え
る
場
、
フ
ラ
ン
ス

初
等
・
中
等
教
育
の
総
仕
上
げ
と

し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
成
果
が
バ
カ
ロ
レ
ア
で
問
わ

れ
る
の
で
す
。
哲
学
の
試
験
（
論

述
式
、
４
時
間
）
で
は
、
知
識
だ

け
で
な
く
明
晰
な
判
断
力
と
論
理

展
開
の
能
力
、
そ
れ
を
的
確
に
表

現
す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

中
学
・
高
校
7
年
間
必
修
の	

「
歴
史
・
地
理
」
同
時
教
育

　
フ
ラ
ン
ス
学
校
教
育
の
特
徴

は
、
哲
学
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
「
歴

史
」
と
「
地
理
」
は
フ
ラ
ン
ス
国

民
と
し
て
の
人
間
形
成
に
必
要
不

可
欠
な
教
科
目
で
、
相
互
に
補
完

し
あ
う
関
係
に
あ
る
と
認
識
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
日
本
の
中

学
・
高
校
に
相
当
す
る
コ
レ
ー
ジ

ュ
と
リ
セ
で
は
「
歴
史
・
地
理
」

は
一
体
不
可
分
の
必
修
科
目
と
な

っ
て
お
り
、
コ
レ
ー
ジ
ュ
の
教
科

書
は
歴
史
（
冊
子
前
半
）
と
地
理

（
冊
子
後
半
）
が
一
冊
に
ま
と
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
大
学
や
グ
ラ
ン

ゼ
コ
ー
ル
（
高
度
専
門
職
養
成
機

関
）へ
の
進
学
を
目
指
す
生
徒
は
、

中
等
教
育
の
７
年
間
、
毎
年
、
歴

史
と
地
理
を
学
習
し
ま
す
。

近
現
代
史
を
重
視
し
た	
	

歴
史
教
育

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
コ
レ
ー
ジ
ュ
の

４
年
間
を
か
け
て
古
代
か
ら
現
代

に
い
た
る
通
史
を
ゆ
っ
く
り
学
び

ま
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
を
含
む

18
世
紀
以
降
の
フ
ラ
ン
ス
及
び
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
を
主
要
舞
台
と
す
る
近

現
代
史
は
、
生
徒
の
発
達
段
階
が

進
ん
だ
第
４
級
と
第
３
級
の
２
年

を
か
け
て
学
習
し
ま
す
。

　
リ
セ
で
は
、
第
２
級
で
古
代
か

ら
19
世
紀
前
半
ま
で
を
学
習
し
、

第
１
級
と
最
終
級
で
は
、
そ
れ
以

後
の
近
現
代
史
を
扱
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス

の
中
等
歴
史
教
育
は
近
現
代
史
を

極
め
て
重
要
視
し
て
お
り
、
日
本

で
よ
く
聞
く
「
授
業
時
間
が
足
り

ず
、
明
治
以
降
の
近
現
代
史
は
ほ

と
ん
ど
学
習
し
な
か
っ
た
」
と
い

う
こ
と
は
起
こ
り
え
ま
せ
ん
。

「
景
観
」
で
始
ま
る	

	

地
理
教
育

　
フ
ラ
ン
ス
の
地
理
教
育
で
は

「
景
観
（paysages

）」
が
非
常

に
重
要
視
さ
れ
ま
す
。
コ
レ
ー
ジ

ュ
１
年
目
（
第
６
級
）
の
学
習
指

導
要
領
に
よ
る
と
、
地
理
教
育
の

第
１
テ
ー
マ
は
「
身
近
な
空
間
：

景
観
と
領
域
」
で
、
空
間
を
把
握

す
る
特
別
な
ツ
ー
ル
と
し
て
「
景

性
を
取
り
扱
い
ま
す
が
、「
景
観
」

は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
徴
を
読

み
解
く
重
要
な
ツ
ー
ル
と
し
て
機

能
し
て
い
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
の
地

理
教
育
は
、
写
真
や
図
な
ど
に
描

か
れ
た
空
間
や
景
観
を
ど
の
よ
う

に
解
釈
す
る
か
が
学
習
の
起
点
と

な
っ
て
い
る
の
で
す
。

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
基
軸	

帰
納
的
学
習
方
法

　
フ
ラ
ン
ス
の
地
理
教
科
書
の
一

つ
の
学
習
テ
ー
マ
は
、「
問
題
提

起
→
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
（
複
数
）

→
基
礎
知
識
の
学
習
→
基
本
と
な

る
地
図
→
練
習
問
題
→
ま
と
め
」

と
い
っ
た
流
れ
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
か
ら
一

般
的
・
普
遍
的
な
考
え
方
を
見
出

そ
う
と
す
る
帰
納
的
な
学
習
方
法

で
、
体
系
的
・
網
羅
的
な
知
識
の

習
得
に
軸
足
を
お
く
日
本
の
地
理

学
習
の
方
法
と
は
大
き
く
異
な
る

フ
ラ
ン
ス
地
理
教
育
の
特
徴
で

す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ

で
は
、
多
く
の
テ
キ
ス
ト
・
写
真

・
地
図
・
統
計
が
提
示
さ
れ
ま
す

が
、
一
つ
ひ
と
つ
の
資
料
に
設
問

が
あ
り
、
そ
れ
に
答
え
る
こ
と
で

資
料
を
読
み
解
く
力
を
養
っ
て
い

く
と
と
も
に
、
学
習
テ
ー
マ
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

「
ク
ロ
ッ
キ
ー
」
で	

	

課
題
の
全
体
像
を
総
体
化

　
フ
ラ
ン
ス
の
地
理
教
育
で
は
、

地
理
空
間
を
構
造
的
に
把
握
す
る

こ
と
が
重
要
視
さ
れ
ま
す
。
バ
カ

ロ
レ
ア
の
地
理
で
は
、「
ブ
ラ
ジ

ル
の
国
土
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」「
空

間
の
再
構
成
：
ロ
シ
ア
」
な
ど
、

あ
る
学
習
課
題
を
略
図（
白
地
図
）

に
ま
と
め
な
さ
い
と
い
う
形
式
の

問
題
が
出
題
さ
れ
て
い
ま
す
。
ク

　「秘境駅」という言葉を耳にされたことはあり
ますか。秘境駅は、駅の周辺には人家が希少で、
中には鉄道以外でその駅にアクセスすることが極
めて困難な場所もあります。
　日本一の秘境駅とされる北海道の「小幌駅」を
訪問したのは 2 年前の夏。駅を廃駅にする報道と、
存続を求めるニュースが交錯し始めたころです。
夏のハイシーズンの週末にも関わらず、乗降客は
ゼロ。確かに「秘境」を満喫できた反面、鉄道フ
ァンだけを頼るにはあまりにも厳しい現実を肌身
で感じました。
　江戸時代の仏師円空と一刀彫の円空仏に魅力を

馳せる人も多いでしょう。円空が最北の地でとど
まったとされるのが小幌洞窟。中にはレプリカな
がら数体の円空仏が祀られています。小幌駅か
らやや険しい山道を歩くこと 20 分で到達でき、
350 年前に円空が見た景色と変わりない原始的
空間の中で、円空仏と対座できる贅沢は、他には
ありません。
　「秘境駅」×「円空仏」。それぞれに興味を持ち
つつも、現地を訪れるまではそれぞれの魅力が小
幌駅で交わるとは意識しませんでした。アメリカ
の S.R. ホールが提唱した消費者の行動の法則で
ある AIDMA（アイドマ）の法則によれば、行動
心理の最初のステップは「認知段階」に始まりま
す。今秋、小幌駅の㏚活動としてのフォトコンテ
ストが展開されているニュースに接し、道の駅の
情報発信にも通用する、情報行動における「認知」
の重要性を改めて実感したものです。

シリーズ「国土教育」 国語、哲学、歴史・地理は必修

「考え、表現すること」を教えるフランスの教育

知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
な
の
で

す
。

　
フ
ラ
ン
ス
に
は
「l'exception 

française(

フ
ラ
ン
ス
的
例
外)

」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
多
く

の
フ
ラ
ン
ス
人
は
祖
国
を
強
く
愛

し
、
フ
ラ
ン
ス
が
他
国
に
対
し
て

「
文
化
的
な
優
越
性
」
を
持
つ
と

信
じ
て
い
ま
す
が
、「
フ
ラ
ン
ス

的
例
外
」
は
、
哲
学
や
地
理
を
は

じ
め
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
学
校
教

育
か
ら
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て

い
る
よ
う
で
す
。

（
国
土
学
ア
ナ
リ
ス
ト 

森
田
康

夫
）

７

国道愛好家
� 松波成行

ロ
ッ
キ
ー
（croquis
）
と
呼
ば

れ
る
地
理
の
学
習
ス
キ
ル
で
、
学

習
課
題
の
全
体
像
を
視
覚
的
で
分

か
り
や
す
い
図
に
総
体
化
さ
せ
る

も
の
で
す
。
優
れ
た
ク
ロ
ッ
キ
ー

を
作
成
す
る
に
は
、
課
題
を
正
確

に
読
み
解
く
力
、
課
題
の
説
明
に

必
要
充
分
な
知
識
、
読
み
手
に
分

か
り
や
す
く
描
く
表
現
力
な
ど
、

か
な
り
難
易
度
の
高
い
能
力
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
フ
ラ
ン
ス
の
教
育
で
重
要
な
こ

と
は
、
自
分
で
考
え
る
こ
と
、
考

え
を
論
理
的
に
相
手
に
伝
え
ら
れ

る
こ
と
、
そ
の
と
き
動
員
で
き
る

フランスの田園景観（Hachette社）

フランスの歴史・地理教科書（Hachette社）

観
」
が
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
の
学
習
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
は
学

習
対
象
を
世
界
に

広
げ
「
都
市
に
住

む
」「
地
方
に
住

む
」「
海
岸
線
に

住
む
」「
制
約
の

強
い
地
域
（
高
温

砂
漠
、
寒
冷
地
、

高
地
、
島
）
に
住

む
」
と
い
っ
た
テ

ー
マ
ご
と
に
、
人

間
社
会
（
人
の
国

土
へ
の
働
き
か
け

の
歴
史
）
の
多
様

ふかうら
古川一行店長

　奇岩怪石も点在する日本海を目の前

青森県深浦町風合瀬上砂子川 144-1
国道 101 号　TEL.0173-76-3660

に一望できる眺望景観が看板です。隣接する漁港
から揚がる季節ごとに異なる鮮魚が新鮮そのまま
店頭に並びます。郷土料理のサケ、ハタハタ等の
飯寿しに人気があり、「かそせ　いか焼き村」が
愛称の当駅では特にいか焼きが目玉商品です。

妹子の郷
澤井達駅長

　琵琶湖西部に広がる比良山脈を望む

滋賀県大津市和邇中 528
国道 161 号湖西道路　TEL.077-594-8131

麓にあり、遣隋使小野妹子の出身地にちなんだ命
名。自然豊かな地域で育まれた農産物、中でもブ
ランド『比良すいか』、近江米はご好評で、レス
トランでは滋賀のブランド『近江牛』のメニュー
がおすすめです。24時間営業のコンビニも併設。

みのぶ	富士川観光センター
秋山俊男所長・駅長

　東京ドーム11個分の広さと四季折々

山梨県身延町下山 1597
主要地方道南アルプス公園線　TEL.0556-62-5600

の花々や無料利用できる各種遊具を備えた山梨県
立富士川クラフトパーク内にあります。伝統の手
すき和紙西嶋和紙などクラフトを中心にした創作
体験や日本では珍しい切り絵の美術館を備え、公
園とともに一日中楽しむことができます。



2017年（平成29年）12月 第51号 2017年（平成29年）12月第51号9 8

　

第
45
回
東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
が
10
月
27
日
～
11
月
５
日
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
か
れ
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
が
環
境
に
配
慮
し
た
Ｅ
Ｖ
車
や
安
全
重
視
の
自
動
運
転
車
な
ど
新
型
車
や
未
来
の
車

を
出
展
。
10
月
29
日
に
は
「
次
世
代
ク
ル
マ
社
会
に
向
け
て
」
の
未
来
貢
献
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
（
読
売
新
聞
社
主
催
）
が
あ
り
「
ク
ル
マ
と
道
の
駅
」
を
テ
ー
マ
に
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
。

一
般
社
団
法
人
日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
の
矢
代
隆
義
会
長
と
公
益
社
団
法
人
土
木
学
会
の
大

石
久
和
会
長
が
、車
や
道
の
駅
の
未
来
を
語
っ
た
。
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
政
井
マ
ヤ
さ
ん
が
司
会
。

元
警
察
庁
交
通
局
長
で
警
視
総
監
も
務
め
た
矢
代
氏
が
『「
道
の
駅
」
へ
の
期
待
～
地
域
で
暮
ら
す

人
々
・
訪
問
者
・
地
元
産
業
の
関
係
に
向
け
た
貢
献
』
と
題
し
て
基
調
講
演
。
ド
ラ
イ
ブ
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
よ
る
地
方
創
生
の
可
能
性
や
効
果
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

大
石
：
道
の
駅
は
、
あ
る
会
合
で

「
鉄
道
に
は
駅
が
あ
り
ト
イ
レ
が

あ
る
の
に
道
路
に
な
い
の
は
お
か

し
い
」
と
民
間
人
が
発
想
し
、
民

間
の
参
加
者
が
山
口
や
島
根
、
広

島
周
辺
で
実
験
を
始
め
た
の
が
発

祥
。
Ｓ
Ａ
・
Ｐ
Ａ
も
休
憩
や
食
事
、

物
を
買
え
る
が
市
販
品
だ
。
道
の

駅
は
そ
の
地
で
採
れ
、
出
来
た
も

の
が
中
心
で
地
域
と
の
関
わ
り
が

強
い
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の

復
活
機
能
が
あ
り
、
ふ
れ
あ
い
の

核
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

矢
代
：
今
回
の
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

は
「
自
動
運
転
」
が
大
き
な
テ
ー

マ
だ
。
未
来
に
貢
献
で
き
そ
う
な

こ
の
取
り
組
み
と
道
の
駅
と
の
関

係
を
考
え
て
み
た
い
。

大
石
：
国
土
交
通
省
が
道
の
駅
で

自
動
運
転
の
実
験
を
始
め
た
。
地

域
と
道
の
駅
が
持
つ
拠
点
性
を
結

ぶ
自
動
運
転
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

維
持
に
役
立
つ
。
中
山
間
地
域
は

運
転
で
き
な
い
高
齢
者
が
増
え
て

い
る
が
、
公
共
交
通
は
採
算
が
取

れ
ず
衰
退
。
高
齢
者
が
ス
ー
パ
ー

や
病
院
、役
場
な
ど
に
行
く
場
合
、

道
の
駅
に
そ
の
機
能
の
一
部
が
あ

れ
ば
、
自
動
運
転
で
こ
う
し
た
サ

ー
ビ
ス
が
で
き
、
定
住
機
能
を
向

矢代氏大石氏

トークセッション

　

道
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
太
い
絆
と
命
の
道
が
つ
な

ぐ
地
方
創
生
」
が
今
夏
、
岩
手
県

遠
野
市
で
開
か
れ
、「
道
の
駅　

地
方
創
生
・
国
土
強
靭
化
へ
の
期

待
と
課
題
」
を
石
田
東
生
筑
波
大

学
名
誉
教
授
が
基
調
講
演
。「
高

速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
全
線
開

通
を
控
え
、
東
北
・
岩
手
・
遠
野

に
期
待
す
る
も
の
」
と
題
し
て
、

大
石
久
和
土
木
学
会
会
長
と
藤
井

聡
京
都
大
学
大
学
院
教
授
・
内
閣

官
房
参
与
が
特
別
対
談
を
し
た
。

　

会
場
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も

行
わ
れ
、
白
熱
し
た
論
議
で
盛
り

上
が
っ
た
。
全
国
「
道
の
駅
」
連

絡
会
の
本
田
敏
秋
会
長
（
遠
野
市

長
）
の
お
膝
元
で
も
あ
り
、
同
連

絡
会
は
「
有
識
者
が
住
民
に
率
直

に
語
り
か
け
る
こ
と
は
地
域
の
問

題
を
考
え
る
う
え
で
意
義
深
い
」

と
、
企
画
の
全
国
開
催
を
検
討
。

道
の
駅
制
度
が
来
春
、
創
設
25
周

年
を
迎
え
る
の
を
機
に
、『「
道
の

駅
」
が
つ
な
ぐ
地
方
創
生
』
の
特

別
講
演
会
を
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
し

た
い
、
と
し
て
い
る
。

五木のやかた・かわうえ
小縣雅文駅長

　岐阜県の東端に位置する道の駅。名

岐阜県中津川市川上 1849-3
主要地方道福岡坂下線　TEL.0573-74-2376

前の由来は駅舎中央に木曽五木（ひのき、あすな
ろ、ねずこ、さわら、こうやまき）の尺角柱を使っ
ているから。木工品をはじめ商品のほとんどが地
元の皆さんの手作り。夢久蔵織り等道の駅では珍
しい手機織りの伝統技見学、体験ができます。

岩城
金森俊彦駅長

　秋田県の日本海側を南北に走る通称

秋田県由利本荘市岩城内道川新鶴潟 192-43
国道 7号　TEL.0184-73-3789

「おばこおけさライン」沿いにあり、ドラマチッ
クな夕日サンセットで有名です。敷地内に岩城温
泉「港の湯」を備え、広大な日本海を望む浴室は
疲れた体や心を癒してくれます。新鮮な海の幸山
の幸を用いた「鳥海選びどん」も大好評。

三方五湖
藤内寿博駅長

　万葉集にも美しさをうたわれ、健や

福井県若狭町鳥浜 122-31-1
国道 162 号　TEL.0770-45-0113

かな自然と生物多様性を認めるラムサール条約に
登録された「三方五湖」に隣接し、四季折々の風
景や水鳥観察などロケーションの良い道の駅（免
税店）です。車で15分の「レインボーライン」
山頂からの絶景もお見逃しなく！

ゆのたに
星正太郎駅長

　米どころ新潟でも「魚沼産コシヒカ

新潟県魚沼市吉田 1144
主要地方道小出奥只見線　TEL.025-792-7300

リ」は日本一で、美味しい地元食材とのコラボは
無敵。もちろん地酒も左党にはたまりません。稲
穂が首を垂れる魚沼路は、只見線や石川雲蝶など
旅の魅力が盛り沢山。紅葉の奥只見湖と尾瀬も忘
れずに、道の駅で情報を仕入れて、さあ出発！

しなの
新井匠支配人

　長野県北部に位置し、戸隠・黒姫を

長野県信濃町柏原1260-4
国道18号　TEL.026-255-2900

はじめとする山々が一望できる道の駅です。信濃
町産にこだわった安全、安心で新鮮な野菜が並ぶ
農産物直売所や、ここでしか買えないお土産品を
販売する売店。また、黒姫高原牧場の牛乳を使っ
たソフトクリームが好評の食堂もあります。

田野
田中泉稿駅長

　最高 1100 ｍを超える鰐塚山地にあ

宮崎市田野町甲 7885-164
県道 28 号　　TEL.0985-86-2960

る町で、日本一の干し大根生産はこの山から吹
き降ろす「わにつかおろし」（寒風）を利用して
います。敷地内に道の駅では珍しい牧場を併設、
ヤギやウサギ、ポニー、ヒツジを飼育してお客
様が動物とふれあえる環境となっております。

熊本地震・避難所で不便だったことは…トイレ・入浴・シャワー 道の駅の欲しい施設はガソリンスタンド !?
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≪震災後に、避難所で不便だったことは？≫
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子供向け施設 

インターネット通信等の環境整備 

ドリンクサービス 

ＡＴＭ  

仮眠施設 

営業時間の延長 

各種情報提供 

給油（ガソリンスタンド） 

入浴関連施設 

「「道の駅」にこんなサービスがあればと思うものは何ですか 　昨年 4月発生した熊本地震の際、自ら被災した「道の駅」でも、食料や飲み水、避難スペースの提供など、
地域の防災拠点としての機能が存分に発揮されました。
　被災直後に実施した学校のトイレ研究会（※）の調査（N＝ 101、複数回答）の「熊本の避難所生活者アンケー
ト」によると、避難所で不便だったことは、「トイレ」の 67％が最も多く、次いで「入浴・シャワー」の 63％で、
ともに 6割を超えています。
　「既設トイレの設備で充実や配慮してほしいことは？」の問いには「洋式便器の設置」48％、「温水洗浄便
座の設置」34％、「トイレの数の充実」24％がトップ 3でした。　
　トイレについては、道の駅利用者からも次のような意見が寄せられています。
□個人によって好き嫌いがあると思いますが、トイレを洋式と和式と混在にして欲しいです。
　私自身も腰痛があるので、和式トイレはしんどいです。( 愛知県・女性・45歳 )
□各道の駅に洋式トイレを希望。出来れば冬場は便座暖房があると良いのですが。足腰の悪い方にもやさしく！
� ( 茨城県・女性・69歳 )
□「やちよ」のトイレが和から洋式になって、とてもうれしかった。( 千葉県・女性・55歳 )

※学校のトイレ研究会
　より良い学校のトイレ環境づくりを目指し、トイレ関連企業が結集。
　各社の情報力、技術力を生かしながら、調査・研究・啓発活動を続けています。

　ＪＡＦ（一般社団法人日本自動車連盟＝矢代隆義会長）は、８月８日～９月７日まで約１カ月間、ＪＡＦホー
ムページ上で、「道の駅に関するアンケート調査」を実施し、このほど集計結果を発表した。道の駅に関するユー
ザーの要望や実態を把握するのが目的で、有効回答数は約 38,000 件だった。
　「道の駅」にこんなサービスがあればと思うものは何ですか？
との設問に対し、最も多かったのは「入浴関連施設」（13.8％）、次いで「給油（ガソリンスタンド）」（11.3％）、
「各種情報提供」（11.2%）、「営業時間の延長」（11.1%）、「仮眠施設」（10.7%）の順になっている。
　この中では、ガソリンスタンドが第２位になっていることが注目される。
　全国の給油所数は減少傾向にあり、2016 年度末現在で 31,467 カ所。ピークだった 1994 年の 60,421 カ
所からおおよそ半減していることが要因の一つと考えられる。
　道の駅では現在、EV急速充電器の設置駅が年々増加しているが、EV充電設備と給油設備が備わった、車の
トータルメンテナンスができる道の駅が出現するかもしれない。
　以前使用した給油所が閉店している、あるいは営業時間外ということもあるので、早めの給油を心掛けてほ
しい。

☆ 29 年４月登録道の駅（10 駅）　　登録「道の駅」は全国で 1117 カ所に
駅名 所在地 路線名 供用予定日 ひとくちＰＲ

ノンキーランド
ひがしもこと 北海道網走郡大空町東藻琴 100 番地 一般国道 334 号 平成 29 年度 世界遺産「知床」へ向かう観光ルート。情報発信コーナーが充実

北欧の風
道の駅とうべつ 北海道石狩郡当別町当別太 774 番地３外 一般国道 337 号 平成 29 年度 スウェーデンの姉妹都市交流を活かした北欧風の建物にレストラ

ンやテイクアウト
いいたて村の道の駅
までい舘 福島県相馬郡飯舘村深谷字深谷前 12 番地１ 主要地方道

原町川俣線 平成 29 年度 村の復興計画の中心施設として、帰村村民の日常生活を支え、生産・
販売の拠点に

尾瀬檜枝岐 福島県南会津郡檜枝岐村字見通 1136 番地１ 一般国道 352 号 平成 29 年度 尾瀬国立公園へ福島県側からの玄関口で周遊観光情報の提供拠点

木更津うまくたの里 千葉県木更津市下郡 1369 番１外 一般国道 410 号 平成 29 年度 ブルーベリー主産地を生かした商品開発。グリーンツーリズムや
里山セラピーの拠点に

パレットピアおおの 岐阜県揖斐郡大野町大字下磯 313 番地２ 主要地方道
岐阜関ケ原線 平成 30 年度 西美濃広域観光情報の発信拠点に。柿や薔薇などの農産物直売と

レストラン

奥河内くろまろの郷 大阪府河内長野市高向 1218 番地の 1 一般国道 170 号 平成 29 年度 都市部にあり奥河内のサイクリングやウォーキングの拠点。近隣
の文化施設も充実

銀の馬車道・神河 兵庫県神崎郡神河町吉富 88 番地の 10 一般国道 312 号 平成 29 年度「銀の馬車道」沿線観光の起点。「田舎暮らし体験」の情報提供なども

ねごろ歴史の丘 和歌山県岩出市根来 2020 番地の 1 主要地方道
泉佐野岩出線 平成 29 年度 新義真言宗総本山「根来寺」などの歴史・文化の学びと観光の拠点。

イベント施設も

なかとさ 高知県高岡郡中土佐町久礼 8645 番地 2 主要地方道
中土佐佐賀線 平成 29 年度 海辺の立地を活かした海産物の販売と食事（パンやケーキも）。観

光拠点で案内も

☆ 29 年 11 月登録道の駅（17 駅）　　登録「道の駅」は全国で 1134 カ所に
駅名 所在地 路線名 供用予定日 ひとくちＰＲ

石狩「あいろーど厚田」北海道石狩市厚田区厚田 98 番地 2 国道 231 号 平成 30 年度 郷土資料や地場産品の観光交流センターやイベント広場も
なないろ・ななえ 北海道亀田郡七飯町字峠下 380 番 2外 国道 5号 平成 29 年度 西洋式農法発祥の地。地元食材活用した生産者との交流の場

津軽白神 青森県中津軽郡西目屋村
　　　　　　　大字田代字神田 219 番地 1

主要地方道岩崎
西目屋弘前線 平成 29 年度 世界自然遺産「白神山地」のゲートウェイ。ツァーの案内所も

設置して拠点に
むろね 岩手県一関市室根町折壁字向山 131 番地 9 国道 284 号 平成 30 年度 地場農産・海産コーナーの充実。観光や伝統文化の情報発信も
おおゆ 秋田県鹿角市十和田大湯字中谷地 19 番地 市道大湯川向井線 平成 30 年度 開湯 800 年の歴史ある温泉郷。イベントステージでは大湯大太鼓まつりなど

米沢 山形県米沢市大字川井 1039 番地の 1 主要地方道
米沢高畠線 平成 30 年度 高速バスや路線バスの交通結節点。広域観光情報も充実させる

伊達の郷りょうぜん 福島県伊達市霊山町下小国字桜町 3番地１ 国道 115 号 平成 29 年度 農産物直売や伊達の食材を生かしたレストラン。防災拠点とし
ても活用

いちかわ 千葉県市川市国分六丁目 10 番 1号 国道 298 号 平成 30 年度 地元産品の販売とレストラン。地元ＦＭ局のサテライトスタジ
オも。防災設備充実

なんぶ 山梨県南巨摩郡南部町中野 3034 番地１ 国道 52 号 平成 30 年度 地元特産品の直売・レストラン。緊急輸送道路の防災拠点とし
ての機能充実

女神の里　たてしな 長野県北佐久郡立科町大字茂田井 2480 国道 142 号 平成 29 年度 ブルーベリーやカシスの摘み取り体験など、四季の体験交流の場を提供

尾瀬かたしな 群馬県利根郡片品村大字鎌田 39671 国道 120 号 平成 30 年度 国立公園尾瀬アヤメ平の眺望テラスも。高原野菜の販売や料理
提供。ベビールームも設置

めぐみ白山 石川県白山市宮丸町 2183 番地 国道 8号 平成 30 年度 白山の自然の恵みの総合案内・提供所。自家発電や非常防災設
備も充実

雨晴 富山県高岡市太田 24 番地 74 国道 415 号 平成 30 年度 雨晴海岸から 3000 ｍ級の立山連峰を望む展望デッキ通路。海
の幸から工芸品も

南信州
とよおかマルシェ 長野県下伊那郡豊丘村大字神稲 12410 番地 村道竜東一貫道

路 平成 30 年度 地元農産物の直売からレストランまで。農業者と観光客の交流
施設も

熊野・板屋
九郎兵衛の里 三重県熊野市紀和町板屋 82 国道 311 号 平成 30 年度 熊野観光の情報拠点。特産の地鶏や柑橘の加工製品の提供

レスティ唐古・鍵 奈良県磯城郡田原本町大字唐古 70 番地の１ 国道 24 号 平成 30 年度 おとなりが唐古・鍵遺跡史跡公園で歴史教育活動の拠点にも

センザキッチン 山口県長門市仙崎 4297 番地１ 県道仙崎停車場
小浜線 平成 30 年度 日本海屈指の漁港・仙崎湾を眺望できる。海の幸の料理も充実

上
さ
せ
る
。

矢
代
：
道
の
駅
に
行
け
ば
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
際
の
高
齢
者
の
運
転

事
故
の
心
配
、
そ
の
ジ
レ
ン
マ
を

解
消
す
る
一
つ
の
方
法
が
自
動
運

転
だ
。
一
定
の
条
件
で
公
道
を
自

動
運
転
に
す
れ
ば
過
疎
地
の
デ
マ

ン
ド
バ
ス
な
ど
に
な
じ
む
。

大
石
：
自
動
車
側
に
自
動
運
転
機

能
を
す
べ
て
負
担
さ
せ
る
の
は

酷
。
そ
こ
で
道
路
な
ど
イ
ン
フ
ラ

側
が
応
援
す
る
。
端
っ
こ
は
こ
こ

と
道
路
が
教
え
る
。
車
と
道
路
が

対
話
し
て
安
全
な
環
境
を
作
る
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
の
よ
う
に
車
載
器
と
道
路

側
の
装
置
が
か
み
合
っ
て
回
る
整

備
が
必
要
だ
。

矢
代
：
技
術
的
に
ど
こ
ま
で
で
き

コ
ス
ト
を
掛
け
ら
れ
る
か
。
車
の

位
置
を
確
定
し
車
線
を
特
定
、
障

害
物
も
発
見
。
そ
の
デ
ー
タ
を
分

析
し
瞬
時
に
判
断
。
車
が
全
部
や

る
の
は
荷
が
重
く
道
路
側
で
も
ア

シ
ス
ト
す
る
必
要
が
あ
る
。

大
石
：
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

は
ど
こ
で
も
同
じ
も
の
が
、
ほ
ぼ

同
じ
価
格
で
手
に
入
る
。
道
の
駅

は
、
こ
の
駅
に
は
あ
る
が
、
こ
の

駅
に
は
な
い
、
こ
の
駅
に
し
か
な

い
も
の
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が

重
要
だ
。
違
い
を
喜
ぶ
、
自
信
を

持
つ
と
い
う
こ
と
。
道
の
駅
が
そ

の
精
神
を
忘
れ
て
は
ダ
メ
。

　

超
高
齢
化
社
会
で
は
大
都
市
圏

か
ら
地
方
に
人
が
流
れ
る
時
代
を

作
る
必
要
が
あ
る
。
か
つ
て
日
本

に
あ
っ
た
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
ひ

い
じ
い
ち
ゃ
ん
も
孫
も
い
る
大
家

族
化
。「
水
清
く
、
空
気
清
涼
で
、

緑
豊
か
な
地
方
」
は
多
い
が
人
口

が
減
っ
て
困
っ
て
い
る
。
こ
う
い

う
所
に
人
々
が
住
む
時
代
が
来
て

い
る
。
そ
れ
を
交
通
と
情
報
が
カ

バ
ー
す
る
。
道
の
駅
が
そ
の
核
。

道
の
駅
が
よ
り
多
様
で
、
よ
り
拠

点
性
を
持
ち
、
連
携
性
を
持
つ
こ

と
。
頑
張
れ
！
道
の
駅
だ
。

矢
代
：
そ
の
時
の
イ
ン
フ
ラ
は
、

社
会
全
体
が
縮
小
す
る
中
で
の
地

域
づ
く
り
は
ど
う
な
の
か
考
え
て

実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。
道
の
駅

で
重
要
な
の
は
地
域
の
た
め
と
い

う
こ
と
。
地
元
産
品
の
調
達
、
地

元
住
民
の
雇
用
や
利
益
の
地
元
還

元
。
こ
の
原
点
を
し
っ
か
り
維
持

し
て
公
益
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
。

道
は
地
域
と
地
域
を
つ
な
ぎ
人
の

出
会
い
を
生
む
。
車
は
人
、
モ
ノ

の
移
動
が
広
範
囲
だ
。
大
勢
の
努

力
が
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
。

努
力
の
結
晶
が
道
の
駅
。
地
域
振

興
を
支
え
る
と
期
待
す
る
。

大
石
：
こ
の
国
は
今
、
何
も
か
も

縮
小
し
て
い
く
、
も
う
経
済
成
長

で
き
な
い
と
い
っ
た
感
覚
が
ま
ん

延
し
、
元
気
の
な
い
議
論
が
支
配

し
て
い
る
。
道
の
駅
を
通
じ
て
多

く
の
人
が
移
動
す
る
こ
と
で
、
日

本
人
に
よ
る
日
本
の
再
発
見
を
し

て
ほ
し
い
。
地
域
の
人
が
大
切
に

し
て
き
た
素
晴
ら
し
い
も
の
を
私

た
ち
は
見
過
ご
し
て
い
な
い
か
。

自
然
の
森
も
手
入
れ
し
て
き
た
か

ら
森
に
な
っ
た
。
日
本
人
が
作
り

上
げ
た
歴
史
的
遺
産
。
そ
れ
に
触

れ
合
っ
て
自
信
を
取
り
戻
す
。
道

の
駅
が
人
々
の
移
動
を
助
け
、
行

き
来
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
。

高
齢
者
も
動
き
や
す
い
環
境
整
備

に
役
立
っ
て
ほ
し
い
。

地
域
の
た
め
自
動
運
転

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

東
京
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー

で
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
開
催
へ

ク
ル
マ
と
道
の
駅
テ
ー
マ

『「
道
の
駅
」
が
つ
な
ぐ
地
方
創
生
』
講
演
会
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録
が
始
ま
り
、
現
在
全
国
１
４
０

ル
ー
ト
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
道

の
駅
に
比
べ
る
と
、
歴
史
も
登
録

数
も
社
会
的
認
知
も
ま
だ
発
展
途

上
に
あ
る
道
路
施
策
で
あ
る
。
道

の
持
つ
「
人
と
人
、地
域
と
地
域
、

モ
ノ
と
モ
ノ
、
コ
ト
と
コ
ト
」
な

ど
を
結
び
つ
け
る
力
を
活
用
。
ル

ー
ト
沿
い
の
住
民
が
美
し
い
風

景
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
、
美
味

し
い
も
の
、
楽
し
い
こ
と
を
再
発

見
し
、
磨
き
上
げ
、
ル
ー
ト
で
再

構
成
す
る
こ
と
で
価
値
を
さ
ら
に

高
め
、
訪
れ
る
人
に
も
喜
ん
で
い

た
だ
き
、
地
域
経
済
の
活
性
化
と

地
域
を
元
気
に
し
よ
う
と
す
る
活

動
で
あ
る
。
こ
の
運
動
を
再
構
成

し
相
乗
効
果
を
得
る
た
め
に
重
要

な
こ
と
は
、
ル
ー
ト
全
体
の
物
語

で
あ
り
、
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　
そ
の
中
で
、
道
の
駅
が
主
要
な

拠
点
と
し
て
、
物
語
に
沿
っ
た
位

置
づ
け
を
そ
れ
ぞ
れ
が
獲
得
し
、

そ
れ
に
合
わ
せ
て
役
割
を
分
担
で

き
な
い
か
、
と
考
え
て
い
る
。
道

の
駅
の
連
携
に
は
ま
ず
、
担
当
者

同
士
の
気
心
が
知
れ
、
自
由
な
議

論
が
活
発
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
最

初
だ
と
思
う
が
、
こ
の
よ
う
な
機

能
は
風
景
街
道
の
活
動
で
確
認
さ

れ
て
い
る
。

　
道
の
駅
も
大
型
化
し
、
防
災
や

地
域
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
、
小
さ
な

拠
点
と
し
て
の
期
待
の
高
ま
り
な

ど
に
伴
っ
て
、
整
備
費
用
も
大
き

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
費
用
だ
け

で
な
く
、観
光
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
、

通
訳
案
内
士
、旅
行
業
登
録
な
ど
、

人
材
へ
の
要
求
も
高
度
化
し
つ
つ

あ
り
、
単
独
で
の
負
担
が
厳
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
。

　
求
め
ら
れ
る
多
く
の
高
度
な
機

能
を
、
ル
ー
ト
の
中
で
の
役
割
分

担
な
ど
を
ル
ー
ト
全
体
の
最
高
善

の
中
で
考
え
る
こ
と
も
必
要
と
な

る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
、
広

域
で
の
ル
ー
ト
形
成
や
物
語
の
共

有
、
市
民
行
政
の
隔
て
な
く
、
活

動
者
の
協
働
を
重
要
な
目
的
と
し

て
実
践
し
て
い
る
日
本
風
景
街
道

と
の
連
携
を
、
真
剣
に
検
討
し
て

は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

　
前
の
文
化
庁
長
官
で
あ
っ
た
東

京
大
学
名
誉
教
授
の
青
柳
正
規
氏

は
、
ロ
ー
マ
史
な
ど
西
洋
歴
史
学

の
大
家
で
す
が
、
彼
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
は
「
蓄
積
文
化
」
で
あ
る
の
に

対
し
て
、
日
本
は
「
循
環
文
化
」

で
あ
る
こ
と
が
特
徴
だ
と
述
べ
て

い
ま
す
。
そ
れ
を
感
じ
た
の
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
強
固
な
石
を
積

み
上
げ
て
建
築
物
を
造
っ
て
来
た

が
、
そ
れ
は
い
か
に
も
蓄
積
を
重

ね
て
い
る
感
じ
だ
と
い
う
の
で

す
。

　
そ
れ
は
観
光
で
訪
れ
て
も
十
分

に
実
感
で
き
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て

の
建
物
は
も
ち
ろ
ん
、
現
在
の
都

市
内
の
道
路
舗
装
に
も
石
材
が
豊

富
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
地
震
が
頻
発

す
る
わ
が
国
で
の
建
築
材
料
は
、

昔
は
主
と
し
て
土
と
木
で
し
た
か

ら
、
や
が
て
は
朽
ち
て
い
く
し
、

水
に
も
弱
い
。
ま
し
て
、
火
事
に

で
も
な
れ
ば
一
瞬
に
消
滅
し
て
し

ま
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
わ
が
国

で
は
建
て
替
え
を
前
提
と
す
る
循

環
文
化
が
育
っ
た
の
で
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
と
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
と
の
間
の
歴
史

観
の
違
い
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
い
ま
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
歴
史
秘
話

ヒ
ス
ト
リ
ア
は
、「
歴
史
は
大
河

の
流
れ
の
よ
う

だ
」
と
ナ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
い

ま
す
が
、
西
欧
人
は
歴
史
を
「
流

れ
る
も
の
」
と
は
見
て
お
ら
ず
、

歴
史
は
「
過
去
の
う
え
に
順
々
と

積
み
重
な
っ
て
い
く
も
の
」
と
考

え
て
い
る
の
で
す
。

　
済
ん
だ
こ
と
は
水
に
流
れ
去
る

文
化
と
、
流
れ
消
え
ず
い
つ
ま
で

も
そ
こ
に
と
ど
ま
り
続
け
る
文
化

と
の
違
い
な
の
で
す
。
オ
バ
マ
前

ア
メ
リ
カ
大
統
領
は
、「
ア
メ
リ

カ
の
先
人
た
ち
が
、
手
に
ひ
び
割

れ
を
つ
く
り
な
が
ら
も
、
ア
メ
リ

カ
と
い
う
国
土
を
つ
く
っ
て
く
れ

た
。
わ
れ
わ
れ
も
、
そ
の
う
え
に

更
に
良
き
も
の
を
つ
く
っ
て
い
こ

う
」
と
演
説
し
ま
し
た
が
、
こ
の

感
覚
が
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
に
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
こ

の
よ
う
に
語
る
政
治
家
も
お
り
ま

せ
ん
。

　
日
本
で
は
、
過
去
は
す
で
に
流

れ
去
っ
て
、
も
う
存
在
し
な
い
か

の
よ
う
だ
か
ら
な
の
で
す
。

　蓄
積
文
化
と
循
環
文
化
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道
の
駅
は
１
９
９
３
年
に
最
初

の
１
０
３
駅
が
認
定
さ
れ
て
か

ら
、
11
月
で
１
１
３
４
駅
に
達
し

て
国
民
的
に
認
知
さ
れ
、
年
間
２

４
０
０
億
円
に
も
達
す
る
売
り
上

げ
や
雇
用
の
確
保
を
通
し
て
地
域

経
済
に
貢
献
す
る
な
ど
質
・
量
と

も
大
き
く
成
長
し
た
。
災
害
時
の

避
難
や
支
援
活
動
拠
点
と
し
て
も

注
目
さ
れ
、
高
齢
者
福
祉
や
地
域

健
康
の
セ
ン
タ
ー
、
地
域
交
通
の

拠
点
と
し
て
活
躍
す
る
道
の
駅
が

増
え
、
今
や
地
域
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ

た
。
国
土
計
画
上
も
重
要
な
社
会

的
装
置
「
地
域
の
小
さ
な
拠
点
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
道
の
駅
の
全
国
組
織
で
あ
る
全

国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
や
国
土
交

通
省
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
道
の

駅
」
有
識
者
懇
談
会
で
常
に
話
題

に
な
る
の
が
、
さ
ら
な
る
飛
躍
の

た
め
そ
れ
ぞ
れ
の
道
の
駅
が
頑
張

る
こ
と
を
前
提
に
、
大
学
と
の
連

携
、
道
の
駅
同
士
の
連
携
、
観
光

地
域
づ
く
り
と
の
連
携
を
は
じ
め

「
日
本
風
景
街
道
」
を
利
用
し
道
の
駅
の
連
携
を

若狭湾で獲れた鯖を京の都に運んだ「西の鯖街道」も風景
街道の一つで終点は京都御所（承明門から紫宸殿を望む）

大切なルートの物語

筑
波
大
学

名
誉
教
授

石
田
東
生

道がつながる 未来へつながる

公共工事の前払金保証・契約保証

建設産業図書館 https://www.ejcs.co.jp/library/cil.html

道がつながる
街と街がつながり　ひと・もの・文化が結びつく
日本中をつなぐ道　みんながつながる　これまでも　これからも

わたしたちは
保証事業を通じて　安全で活力のある社会を創るための
お手伝いをしています

広告主
広告掲載誌

東日本建設業保証株式会社
道21世紀新聞 Route Press 21st　第51号 校　　正

スペース：天地 90mm×左右 238mm

桃山天下市
市丸弘尚駅長

　国の特別史跡「名護屋城跡」の玄関

佐賀県唐津市鎮西町名護屋 1859
国道 204 号　TEL.0955-51-1051

口にあり、地元産食材にこだわったスイーツ、く
るくる回り見るだけで楽しいイカの一夜干し、桃
山文化の香りを今に伝える特産品など豊富に取り
揃えています。また、活きイカ料理が自慢の和食
処、実演販売では甘夏アイスが大人気です。

大日岳
山畑光知哲駅長

　大日ケ岳の麓、長良川の源流にある小

岐阜県郡上市高鷲町西洞 3632-1
国道 156 号　TEL.0575-72-5007

さな駅ですが、高鷲スノーパークなどのスキー場
やダイナランドゆり園、牧歌の里、湯の平温泉な
どへの拠点となっています。野菜をじっくり煮込
んだ煮干しベースの高山ラーメンや、ひるがの高
原牛乳を使ったソフトクリームが人気です。

みろく
真鍋和男駅長

　四国最大級の前方後円墳「富田茶臼

香川県さぬき市大川町富田中 3298-1
さぬき東街道 (10 号線 )　 TEL.0879-43-0550

山古墳」を眺望でき、春には石張りの丘陵を梅・
しだれ桜・モクレンが彩る道の駅です。地元の
牧場から毎日届くジャージー牛乳・パン・乳製
品が大人気で、中でもジャージー牛乳のソフト
クリームは年間を通して一番の売れっ子です。

と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
の
必
要

性
で
あ
る
。
多
く
の
大
学
な
ど
と

の
間
で
若
い
感
覚
に
よ
る
魅
力
の

再
発
見
、
商
品
開
発
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
る
。

　
道
の
駅
同
士
の
連
携
は
効
果
へ

の
期
待
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
で

話
題
に
上
る
こ
と
が
多
い
が
、
実

践
は
な
か
な
か
大
変
で
あ
る
。
近

隣
の
道
の
駅
は
連
携
相
手
と
い
う

よ
り
、
競
争
相
手
と
位
置
づ
け
ら

れ
る
こ
と
も
多
い
よ
う
だ
。

　
連
携
の
あ
り
方
を
探
る
た
め
に

「
日
本
風
景
街
道
」
を
使
お
う
と

す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
日

本
風
景
街
道
は
２
０
０
７
年
に
登
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小
学
児
童
約
50
人
が
参
加
し
て
復
興
祈
念
の
植
樹

　
わ
が
国
の
国
土
は
歴
史
上
、
何

度
も
苦
難
を
乗
り
越
え
て
、
そ
の

都
度
新
し
い
息
吹
を
吹
き
込
み
、

工
夫
を
凝
ら
し
て
前
よ
り
も
優
れ

た
情
景
を
つ
く
り
上
げ
て
き
た
。

土
木
技
術
ば
か
り
で
な
く
、
制
度

や
生
活
、
風
俗
風
習
と
い
っ
た
ソ

フ
ト
的
な
面
に
お
い
て
も
、
常
に

快
適
で
利
便
性
の
高
い
空
間
を
目

指
し
て
き
た
。
明
治
初
期
の
西
洋

文
化
流
入
の
際
も
こ
れ
を
拒
絶
す

る
の
で
は
な
く
、
わ
が
国
の
風
土

の
中
に
違
和
感
な
く
取
り
込
み
独

自
の
文
化
を
築
い
た
。
関
東
大
震

災
の
時
も
戦
後
の
混
乱
期
も
、
苦

し
い
な
り
に
未
来
を
見
つ
め
、
自

分
の
苦
労
が
少
な
く
な
る
よ
う
周

辺
の
人
々
に
も
快
適
な
よ
う
に
都

市
も
街
道
も
整
備
さ
れ
た
。

　
そ
の
中
で
育
ま
れ
た
物
は
多
様

だ
が
、
勤
勉
さ
や
清
潔
感
、
几
帳

面
さ
な
ど
は
、
世
界
が
真
似
の
で

き
な
い
ほ
ど
高
度
な
レ
ベ
ル
で
生

活
の
中
に
組
み
込
ま
れ
た
。
そ
の

一
つ
が
家
の
周
囲
を
綺
麗
に
保
つ

こ
と
だ
。
こ
れ
が
発
展
し
て
周
囲

の
道
を
快
適
に
歩
け
る
よ
う
に
工

　ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ

ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が
手

が
け
、
日
本
の
象
徴
富

士
山
を
モ
チ
ー
フ
に
、

歴
史
や
文
化
が
道
路
を

介
し
て
未
来
へ
と
続
い

て
い
く
こ
と
へ
の
願
い

を
こ
め
て
表
現
し
た
。

て
は
当
た
り
前
の
生
活
価
値
観
の

発
展
型
で
あ
る
と
思
う
。

　
地
域
の
人
々
が
当
た
り
前
に
や

っ
て
き
た
こ
と
を
、
道
に
関
し
て

は
「
日
本
風
景
街
道
」
と
い
う
制

度
で
整
え
た
。
そ
の
精
神
は
主
に

「
地
域
活
性
化
へ
の
寄
与
」「
美
し

い
国
土
景
観
の
形
成
」「
観
光
振

興
へ
の
寄
与
」
の
３
点
に
あ
る
。

２
０
０
７
年
か
ら
登
録
が
開
始
さ

れ
た
制
度
も
徐
々
に
定
着
し
、
移

動
空
間
の
快
適
性
は
ま
す
ま
す
高

い
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
き
た
。

　
し
か
し
問
題
点
も
指
摘
さ
れ

る
。
例
え
ば
「
ど
こ
に
あ
る
か
わ

か
ら
な
い
」「
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま

で
か
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、
来
訪

者
に
対
す
る
情
報
提
供
の
不
足
で

あ
る
。

　
一
方
、
道
の
駅
は
ト
イ
レ
利
用

を
含
む
休
憩
機
能
、
情
報
発
信
機

能
、
地
域
の
連
携
機
能
が
主
な
要

素
と
な
り
、
地
元
の
農
水
産
物
の

販
売
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
地
元
を

盛
り
上
げ
、
地
域
と
来
訪
者
を
結

び
つ
け
る
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。

　
地
方
創
生
の
中
で
は
「
小
さ
な

　
岩
手
県
大
槌
町
の
町
立
大
槌
学

園
（
松
橋
文
明
学
園
長
）
で
９
月
、

小
学
児
童
約
50
人
が
参
加
し
て
東

日
本
大
震
災
の
復
興
を
祈
念
す
る

植
樹
が
行
わ
れ
た
。
公
益
社
団
法

人
国
土
緑
化
推
進
機
構
が
大
震
災

被
災
地
域
の
復
旧
・
復
興
に
向
け

た
使
途
限
定
の
「
緑
の
募
金
」
で

集
ま
っ
た
募
金
を
活
用
し
、
被
災

地
域
で
進
め
て
い
る
復
興
事
業
の

一
環
と
し
て
の
「
大
槌
学
園
環
境

緑
化
事
業
」
だ
。

　
大
震
災
当
時
、
生
ま
れ
て
間
も

な
い
幼
児
だ
っ
た
子
ど
も
た
ち
も

す
く
す
く
成
長
し
て
笑
顔
を
取
り

戻
し
、
す
べ
て
地
元
の
木
材
で
建

設
し
た
新
し
い
木
造
校
舎
の
敷
地

の
一
角
に
植
樹
。
参
加
者
の
誰
も

が
「
子
ど
も
た
ち
み
ん
な
の
成
長

と
と
も
に
こ
の
木
が
大
き
く
育
つ

こ
と
で
、
町
の
復
興
の
証
と
な
る

よ
う
、温
か
く
見
守
り
た
い
」
と
、

祈
り
を
込
め
て
木
を
植
え
た
。

　
大
槌
町
で
は
東
日
本
大
震
災
で

大
槌
小
学
校
、
安
渡
小
学
校
、
赤

浜
小
学
校
、
大
槌
北
小
学
校
、
大

槌
中
学
校
が
使
え
な
く
な
っ
た
。

仮
設
校
舎
で
授
業
を
続
け
て
き
た

が
昨
春
、
大
槌
小
と
大
槌
中
が
統

合
し
て
「
大
槌
学
園
」
と
な
り
、

昨
年
９
月
に
、
同
県
立
大
槌
高
校

に
隣
接
す
る
新
校
舎
に
移
転
、
公

立
で
は
珍
し
い
９
年
間
一
貫
教
育

の
学
校
と
し
て
再
出
発
し
た
。

　
国
土
緑
化
推
進
機
構
の
青
木
正

篤
常
務
は
「
大
震
災
直
後
の
平
成

23
年
４
月
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る

復
興
祈
念
事
業
。
今
後
も
被
災
地

域
の
復
興
と
各
地
域
の
森
林
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
緑
の
募
金

に
志
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
。

「
地
域
活
性
化
へ
の
寄
与
」「
美
し
い
国
土
景
観
の
形
成
」「
観
光
振
興
へ
の
寄
与
」

ぐるり・富士山風景街道の美化活動で
整備された道路（勝山周辺で筆者撮影）

植樹に参加した児童たち

復興を祈念して植樹

風景街道の情報と誘導を
震災の岩手・大槌学園

小
濱
哲

拠
点
」
と
し
て
老
健
施
設
の
併
設

や
高
等
教
育
機
関
と
の
連
携
、
防

災
設
備
の
設
置
や
必
要
品
の
備
蓄

な
ど
が
模
索
さ
れ
、
道
路
利
用
者

に
対
す
る
利
便
性
の
提
供
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
域
の
総
合
的
な
発
展

と
安
全
性
の
確
保
に
も
力
点
が
置

か
れ
る
。

　
道
の
駅
が
地
域
の
情
報
拠
点
で

あ
れ
ば
、
風
景
街
道
の
情
報
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
、
こ
こ
か
ら
来

訪
者
を
誘
導
す
る
よ
う
な
明
確
な

施
策
が
求
め
ら
れ
る
。
道
の
駅
か

ら
風
景
街
道
ま
で
の
移
動
は
車
、

バ
イ
ク
、
自
転
車
、
徒
歩
等
が
考

え
ら
れ
る
。
最
近
は
特
に
自
転
車

の
利
用
者
も
多
い
。

　
道
の
駅
が
地
元
の
人
々
の
生
活

拠
点
、
防
災
拠
点
と
並
ん
で
、
来

訪
者
の
休
憩
拠
点
、
情
報
拠
点
で

あ
る
な
ら
、
近
隣
の
あ
る
い
は
道

の
駅
を
起
発
着
点
と
す
る
「
風
景

街
道
」
の
情
報
と
誘
導
も
大
き
な

役
割
と
な
っ
て
欲
し
い
。
風
景
街

道
の
施
策
、
活
動
と
道
の
駅
の
連

携
強
化
は
、
今
後
の
重
要
な
課
題

で
あ
ろ
う
。

いまべつ
綿谷広巳駅長

　青函トンネルの入口、日本一小さな

青森県今別町大川平清川 87-16
県道 14 号今別蟹田線　TEL.0174-31-5200

新幹線駅のある町にあり、平成27年 4月にリ
ニューアルオープンしました。レストランでは地
元でしか食べられない一日限定5食の今別牛ス
テーキを提供。津軽国定公園の観光拠点として便
利で、無料のレンタサイクルも備えております。

桜島
丸山耕作駅長

　桜島の溶岩原大自然の中に立地し、

鹿児島市桜島横山町 1722-48
国道 224 号　TEL.099-245-2011

一押しは世界一大きな桜島大根と、世界で一番小
さいと言われる香り豊かな桜島小みかん。旬は両
方とも冬ですが、色々な形で加工され一年を通し
て販売されます。果物の多様さと人気は、温暖な
気候と土壌が生かされているからこそです。

可児ッテ「CANITTE」
纐纈直樹駅長

　名古屋から車で約1時間の立地。地

岐阜県可児市柿田 416-1
国道 21 号可児御嵩 BP　TEL.0574-61-3780

元の農産物や加工品を中心に販売するとともに、
全国からの選りすぐりの農産物も販売していま
す。珍しい野菜や果物が豊富なことも特徴で、そ
の食べ方や味などもお客様にお伝えしておりま
す。お客様との楽しい語り合いは重要事業です。

元
名
桜
大
学
大
学
院

教
授

夫
し
、
や
が
て
住
民
ば
か
り
で
な

く
、
外
か
ら
の
来
訪
者
に
対
し
て

も
、
気
持
ち
よ
く
空
間
を
味
わ
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
に

変
わ
っ
て
き
た
。

　
美
し
い
国
土
が
目
指
す
も
の
は

突
然
降
っ
て
き
た
理
想
的
な
理
念

で
は
な
く
、
こ
う
し
た
日
本
人
ら

し
い
考
え
方
の
上
に
立
ち
、
歴
史

に
裏
打
ち
さ
れ
た
、
我
々
に
と
っ
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教
科
書
「
道
の
駅
」
が
、
全
国

「
道
の
駅
」
連
絡
会
か
ら
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。
道
の
駅
の
〝
誕
生
と

成
り
立
ち
〟
／
〝
し
く
み
〟
／
〝
い

ま
〟
／
〝
こ
れ
か
ら
〟
が
図
表
を

駆
使
し
分
か
り
易
く
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
現
在
の
道
の
駅
の
改
善
や

設
立
登
録
を
検
討
さ
れ
て
い
る
関

係
者
に
と
っ
て
大
い
に
参
考
に
な

る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
道
の
駅
に
は
休
憩
、情
報
発
信
、

地
域
の
連
携
の
三
つ
の
機
能
が
求

め
ら
れ
ま
す
が
、
単
な
る
休
憩
施

設
や
物
品
販
売
に
過
ぎ
な
い
と
か

情
報
発
信
な
ど
も
物
足
り
な
い
と

の
批
判
も
聞
か
れ
ま
す
。
教
科
書

に
学
び
つ
つ
も
単
な
る
物
真
似
で

終
わ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。「
守

破
離
」
の
精
神
で
独
自
性
を
有
し

差
別
化
で
き
る
「
道
の
駅
」
を
目

指
し
一
定
の
時
間
軸
を
持
っ
て
進

化
す
る
こ
と
、
そ
う
し
た
積
み
重

ね
が
相
乗
効
果
を
上
げ
、
道
の
駅

全
体
の
ブ
ラ
ン
ド
性
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

　「
み
ち
の
文
化
」
と
言
わ
れ
る

我
が
国
で
す
が
「
み
ち
」
の
「
み
」

は
接
頭
語
で
「
み
ち
」
＝
「
ち
」

で
あ
り
ま
す
。「
ち
」
の
交
わ
り

分
か
れ
る
と
こ
ろ
が
「
ち
ま
た
」。

ち
ま
た
に
人
々
が
集
ま
り
賑
わ

い
、
市
（
い
ち
）
が
で
き
、
集
落

が
で
き
、
ま
ち
や
〝
向
う
三
軒
両

隣
〟
の
地
域
社
会
が
形
成
さ
れ
て

き
た
「
み
ち
の
文
化
」
で
す
。

車
が
止
ま
る
こ
と
に
よ
り
道
路
利

用
者
と
地
域
の
方
々
と
の
触
れ
合

い
の
接
点
が
で
き
、
両
者
の
連
携

効
果
が
発
揮
で
き
相
互
互
恵
関
係

と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

人
的
物
的
を
問
わ
ず
地
域
内
外
と

の
交
流
連
携
を
高
め
る
と
共
に
施

設
や
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
・
向
上
に

努
め
「
み
ち
の
文
化
」
に
よ
る
地

域
経
済
社
会
の
形
成
に
資
す
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
道
の
駅
の

防
災
の
拠
点
と
し
て
の
一
環
と
し

て
、
非
常
食
を
兼
ね
た
新
・
郷
土

食
を
創
作
し
地
域
外
の
人
に
食
し

て
い
た
だ
く
と
共
に
地
域
内
の
方

々
に
も
定
期
的
に
食
し
て
い
た
だ

く
試
み
も
な
さ
れ
て
お
り
こ
の
ロ

ー
リ
ン
グ
方
式
の
定
着
・
拡
大
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

「
地
方
創
生
」
の
拠
点
に
資
す
る

た
め
、
道み
ち

行ゆ
き
を
重
視
し
、「
日
本

風
景
街
道
」、「
新
日
本
歩
く
道
１

０
０
選
」
等
の
他
運
動
と
連
携
を

高
め
、「
点
か
ら
線
へ
、
更
に
面

へ
」
と
展
開
さ
れ
、
よ
り
統
合
化

さ
れ
た
広
域
的
な
「
ま
ち
」
レ
ベ

ル
の
「
地
方
創
生
」
へ
と
進
化
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。
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教
科
書
「
道
の
駅
」
に
学
び
、
進
化
を

　
今
年
は
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
か

ら
５
０
０
年
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト

の
多
い
ア
メ
リ
カ
の
白
人
労
働
者

は
、労
働
は「
ベ
ル
ー
フ(

天
職)

」

で
、
労
働
に
よ
り
最
後
の
審
判
で

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
に
対
す
る
議
論
が
起
こ
っ
て
い
る
。
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
国

民
を
不
安
に
陥
れ
る
だ
け
で
、
政
府
は
国
民
の
生
命
を
守
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
議
論
。
頭
上

を
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
が
飛
ぶ
危
機
へ
の
対
処
も
分
か
ら
な
い
時
に
突
然
、
衆
議
院
が
解
散
し
た
。
大

義
名
分
が
無
い
だ
け
で
な
く
、
国
家
財
政
に
ア
ラ
ー
ト
が
鳴
っ
て
い
る
の
に
、
消
費
税
の
使
い
方
の
変

更
が
争
点
だ
と
い
う
。
欧
米
は
財
政
政
策
を
転
換
し
始
め
た
の
に
日
銀
は
金
融
緩
和
を
続
け
、
ア
ラ
ー

ト
は
鳴
り
続
け
る
。
日
本
の
食
糧
自
給
率
は
２
年
続
け
て
40
％
を
切
っ
た
。
こ
の
数
字
は
深
刻
な
ア
ラ

ー
ト
だ
が
国
民
は
食
糧
自
給
率
の
低
下
に
危
機
感
が
な
い
。
ミ
サ
イ
ル
が
自
身
に
迫
る
危
機
な
の
に
対

し
、
食
糧
自
給
率
の
危
機
に
は
国
民
的
共
通
認
識
が
欠
如
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ス
イ
ス
は
徴
兵
制
度
を
採
用
し

国
民
皆
兵
が
国
是
。
国
軍
は
約
４

０
０
０
人
の
職
業
軍
人
と
約
38
万

人
の
予
備
役
で
構
成
さ
れ
、
20
～

30
歳
の
男
性
に
兵
役
義
務
が
あ
り

女
性
は
任
意
。
男
性
の
多
く
は
予

備
役
で
、
各
家
庭
に
自
動
小
銃
が

貸
与
さ
れ
、
予
備
役
の
定
年
ま
で

各
自
で
保
管
す
る
。

　
ス
イ
ス
は
１
６
４
８
年
の
ヴ
ェ

ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
条
約
で
神
聖

ロ
ー
マ
帝
国
か
ら
独
立
、
ナ
ポ
レ

オ
ン
以
降
の
欧
州
体
制
を
決
め
た

１
８
１
５
年
の
ウ
ィ
ー
ン
会
議
で

国
家
の
「
永
世
中
立
」
が
認
め
ら

れ
た
。
ス
イ
ス
は
な
ぜ
永
世
中
立

国
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
ス
イ
ス
は
国
土
の
状
態
か
ら
食

料
が
十
分
に
自
給
で
き
ず
、
お
金

を
稼
が
な
け
れ
ば
食
べ
て
行
け
な

い
国
。
銀
行
や
保
険
が
世
界
的
に

有
名
だ
が
、
銀
行
や
保
険
以
前
の

稼
ぐ
方
法
が
「
傭
兵
」
と
い
う
職

業
。
傭
兵
を
し
な
け
れ
ば
食
べ
ら

れ
な
い
国
だ
っ
た
が
傭
兵
は
強
く

な
け
れ
ば
ど
の
国
も
雇
わ
な
い
。

　
ス
イ
ス
の
傭
兵
の
強
さ
は
ロ
ー

マ
時
代
か
ら
有
名
だ
。
ロ
ー
マ
は

ゲ
ル
マ
ン
民
族
に
よ
る
領
内
侵
入

を
阻
止
す
る
た
め
雇
っ
た
。
今
も

ロ
ー
マ
の
バ
チ
カ
ン
市
国
の
衛
兵

は
ス
イ
ス
人
で
、
バ
チ
カ
ン
が
お

金
を
払
っ
て
い
る
傭
兵
だ
。

　
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
を
舞
台
に
１

６
１
８
年
か
ら
戦
わ
れ
た
30
年
戦

争
当
時
、
ま
だ
国
で
な
く
市
単
位

の
ス
イ
ス
盟
約
者
会
議
が
外
国
軍

隊
の
領
内
通
過
禁
止
を
決
め
た
。

ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア

の
強
国
に
挟
ま
れ
、
常
に
国
内
を

他
国
軍
が
通
過
し
市
民
の
安
全
を

脅
か
し
て
い
た
か
ら
だ
。

　
安
全
確
保
の
た
め
１
６
４
７

年
、
ス
イ
ス
国
境
警
備
隊
を
創
設

し
、
ス
イ
ス
式
武
装
中
立
が
ス

タ
ー
ト
。
国
民
皆
兵
の
歴
史
は
こ

の
時
に
創
ら
れ
た
。
武
装
中
立
後

も
傭
兵
稼
業
は
続
き
、
フ
ラ
ン
ス

の
ル
イ
14
世
は
傭
兵
を
シ
ス
テ
ム

化
。
以
後
は
他
国
の
戦
争
で
中
立

国
の
ス
イ
ス
人
が
両
方
の
軍
隊
に

加
わ
っ
て
殺
し
合
う
こ
と
も
。
ス

イ
ス
人
は
血
を
売
っ
て
食
料
を
買

う
と
も
言
わ
れ
た
。
ス
イ
ス
の
永

世
中
立
や
国
民
皆
兵
、
武
装
中
立

の
背
景
に
は
血
の
歴
史
が
潜
む
。
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    中
小

企業診断士が見る

　
　

　
    成 功 の 法 則

　
多
く
の
道
の
駅
は
駐
車
場
と

ト
イ
レ
を
道
路
管
理
者
が
用
意

し
、
建
物
は
運
営
者
の
負
担
軽

減
の
た
め
市
町
村
が
保
有
、
運

営
は
市
町
村
が
大
半
を
出
資
す

る
第
３
セ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
支
援
が
あ
れ
ば
こ
そ

中
山
間
地
の
厳
し
い
経
営
環
境

で
も
、
運
営
者
は
商
業
活
動
に

と
ど
ま
ら
ず
、
農
業
生
産
者
へ

の
技
術
支
援
、加
工
品
の
開
発
、

流
通
チ
ャ
ネ
ル
の
開
拓
、
着
地

型
観
光
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
な

ど
、
地
域
資
源
に
最
大
限
の
付

加
価
値
を
つ
け
る
よ
う
情
熱
を

も
っ
て
取
り
組
め
る
。
こ
こ

に
公
共
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
商

業
活
動
の
シ
ナ
ジ
ー
が
生
ま

れ
、
新
た
な
価
値
が
創
出
さ

れ
る
。

　
あ
る
道
の
駅
は
施
設
の
無
償

貸
与
に
加
え
、
施
設
管
理
を
有

償
で
自
治
体
か
ら
受
託
し
て
い

た
。
手
厚
い
支
援
で
あ
る
点
は

好
事
例
と
い
え
る
。
運
営
者
は

そ
の
お
か
げ
で
、
継
続
的
に
ま

と
ま
っ
た
利
益
を
計
上
し
、
従

業
員
の
給
与
の
見
直
し
も
考
え

て
い
る
と
話
し
て
い
た
。
企
業

体
と
し
て
は
優
良
経
営
だ
が
、

本
当
に
そ
れ
で
い
い
の
か
？

　
ド
ラ
ッ
カ
ー
は
「
利
益
は
目

的
や
動
機
で
は
な
い
。
事
業
を

継
続
・
発
展
さ
せ
る
コ
ス
ト
で

あ
る
」
と
言
っ
て
お
り
、
利
益

の
相
当
な
割
合
を
適
切
な
再
投

資
に
回
す
こ
と
が
基
本
だ
。
無

駄
に
利
益
を
計
上
す
れ
ば
市
町

村
が
支
援
し
た
お
金
が
国
や
県

に
法
人
税
等
で
還
流
す
る
こ
と

に
な
る
。
地
方
創
生
実
現
の
た

め
に
は
、
利
益
が
次
の
新
た
な

利
益
を
生
む
、
自
律
的
な
発
展

の
サ
イ
ク
ル
が
望
ま
れ
る
。

　
管
理
会
計
を
適
切
に
行
い
決

算
で
利
益
が
た
く
さ
ん
出
そ
う

な
場
合
、
利
益
見
込
み
の
相
当

分
を
未
来
へ
の
投
資
に
回
す
。

生
産
者
へ
の
技
術
指
導
、
加
工

品
や
新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、
道

の
駅
の
設
備
投
資
を
目
的
と
し

た
施
設
保
有
者
（
自
治
体
）
へ

の
寄
付
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

従
業
員
に
ボ
ー
ナ
ス
で
報
い
る

こ
と
も
大
切
だ
が
、
未
来
の
た

め
の
教
育
訓
練
は
も
っ
と
重
要

だ
。
地
域
の
雇
用
増
、
経
済
活

性
化
、
ブ
ラ
ン
ド
力
ア
ッ
プ
等

を
実
現
し
、
地
域
の
価
値
の
拡

大
再
生
産
を
目
指
す
。
こ
う
し

て
こ
そ
血
税
に
よ
る
支
援
が
、

効
率
よ
く
地
方
創
生
の
自
律
的

な
サ
イ
ク
ル
を
生
む
。。

（
中
小
企
業
診
断
士

　牧
哲
史
）

利
益
よ
り
未
来
へ
の
投
資

「道の駅」から支援
を受け、農業生産に
取り組む若者。地域
のためだから頑張れ
る＝提供：道の駅「も
てぎ」

NPO 生物多様性
農業支援センター
理事長　原　耕造

農業と国土 ス
イ
ス
の
飢
え
な
い
戦
略

天
国
に
行
け
る
と
考
え
る
。
こ
の

考
え
は
カ
ル
ヴ
ァ
ン
に
よ
っ
て
補

強
さ
れ
、
そ
の
禁
欲
的
労
働
が
資

本
主
義
を
産
ん
だ
と
さ
れ
る
。
カ

ル
ヴ
ァ
ン
が
宗
教
改
革
を
行
っ
た

７

国
ス
イ
ス
が
、
食
糧
安
全
保
障
を

憲
法
に
明
記
す
る
国
民
投
票
を

行
っ
た
。
ス
イ
ス
の
食
料
安
全
保

障
を
再
確
認
し
た
い
。

　
ス
イ
ス
の
国
土
面
積
は
九
州
程

瀕死のライオン像＝フランス革
命でルイ 16 世とマリーアントワ
ネットを最後まで守り戦死した
スイス傭兵 786 人の慰霊碑。傭
兵の強さと勇気をライオンに見
立てた（スイス・ルツェルン市）

度
の
４
０
０
万
㌶
、
永

年
草
地
を
含
む
農
耕
地

は
１
０
０
万
㌶
、
放
牧

地
は
山
岳
森
林
地
帯
に

１
０
０
万
㌶
で
残
り
は

森
林
。
人
口
７
５
０
万

人
で
食
料
自
給
率
は
約

50
％
。
数
字
の
意
味
を

読
み
取
る
に
は
、
裏
側

の
歴
史
と
実
態
を
知
っ

て
こ
そ
理
解
で
き
る
。

神戸フルーツ・フラワーパーク大沢
福原悟史駅長

　広大でアミューズメント要素のある

神戸市北区大沢町上大沢 2150
主要地方道山田三田線　TEL.078-954-1940

神戸フルーツ・フラワーパーク内に今春、「地産
地消を遊ぼう！」をコンセプトに “FARM CIRCUS”
がオープン。他で買えない神戸の食材・お菓子や
果物を使ったスイーツ、野菜やお米を使った定食・
ピザなどを買え、食べ、体感して楽しめます。

童話の里くす
梅木逸美駅長

　「日本のアンデルセン」と称された口

大分県玖珠町帆足 2121
国道 387 号　TEL.0973-72-5535

演童話家の生地にある道の駅。生産者と連携した
情報発信、地域構築で特Ａ米を取得した「ひと
めぼれ」や椎茸、野菜、かいぞくかりんと、平成
の名水百選の水で加工された万年元気豆腐などな
ど、地域色豊かな商品を販売しています。

まつだいふるさと会館
佐藤達夫駅長

　北越急行 ｢ まつだい駅 ｣ に併設した

新潟県十日町市松代 3816-1
国道 253 号　TEL.025-597-3442

道の駅です。木の温もりが生かされたモダンな館
内にはいろりコーナー、土産処、食事処があり、
コシヒカリの米粉で作った『あんぼ』が好評です。
駅周辺には越後松代城やスキー場・キャンプ場・
温泉があり、現代アートも点在しています。
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ス
イ
ス
は
第
１
時
世
界
大
戦
で

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
と
も
に
中
立
を

守
っ
た
が
、
ド
イ
ツ
軍
に
よ
る
国

境
封
鎖
で
食
料
輸
入
が
ス
ト
ッ
プ

し
食
料
難
に
陥
っ
た
。
そ
の
経
験

か
ら
法
律
で
食
料
備
蓄
を
義
務
付

け
、
国
民
が
飢
え
な
い
戦
略
を
策

定
し
た
。
当
初
は
国
防
上
の
理
由

だ
っ
た
が
、
現
在
は
経
済
政
策
の

領
域
ま
で
政
策
対
象
を
拡
大
し
て

い
る
。
食
料
の
供
給
危
機
を
も
た

ら
す
要
因
が
、
軍
事
的
脅
威
か
ら

自
然
災
害
、
事
故
、
伝
染
病
、
テ

ロ
リ
ズ
ム
、資
源
供
給
国
の
紛
争
、

　回答用紙に記入して点線
に沿って切り抜き、ハガキ
に貼って投函してくださ
い。ホームページ（http://
www.route-press21st.jp）
からも回答できます。締
切 は 平 成 30 年 １ 月 31 日

（水）。宛先は、〒 102-0075
東京都千代田区三番町７－
１朝日三番町プラザ　ＮＰ
Ｏ法人 人と道研究会

ご回答方法

の
備
蓄
の
概
算
在
庫
費
用
は
１
５

８
億
円
で
１
億
２
０
０
０
万
人
の

負
担
額
は
食
料
１
３
１
円
程
度
。

　
他
の
特
徴
で
は
、
非
常
時
の
作

付
け
が
飼
料
穀
物
か
ら
熱
効
率
の

良
い
耕
種
作
物
中
心
に
生
産
物
の

転
換
な
ど
を
法
律
で
定
め
て
い
る

こ
と
。
ぜ
い
た
く
品
の
生
産
や
加

工
を
停
止
し
、
生
命
の
た
め
に
特

に
重
要
な
物
資
の
生
産
に
原
料
を

使
用
す
る
よ
う
指
示
す
る
。
食
料

備
蓄
は
製
品
在
庫
だ
け
で
な
く
、

農
地
で
の
備
蓄
が
可
能
な
の
だ
。

　
ス
イ
ス
は
１
９
８
０
年
代
か
ら

農
家
へ
の
直
接
支
払
い
政
策
を
展

開
。
国
民
の
命
を
守
る
目
的
で
発

想
さ
れ
、
国
防
の
基
本
で
あ
る
飢

情報発信の基地として、賑わいの拠点として

服部信明氏神奈川県茅ヶ崎市長

　
白
い
波
が
砕
け
る
湘
南
の
青
い

海
。
若
大
将
シ
リ
ー
ズ
で
一
世
を
風

靡
し
た
加
山
雄
三
さ
ん
や
、
国
民
的

な
人
気
を
誇
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
桑

田
佳
祐
さ
ん
の
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ

ー
ズ
。
茅
ヶ
崎
と
い
え
ば
、
ま
ず
思

い
起
こ
さ
れ
る
の
が
、
そ
ん
な
文
化

や
リ
ゾ
ー
ト
感
覚
を
生
ん
だ
町
、
と

い
う
印
象
が
一
般
的
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
に
今
、
道
の
駅
を
造
る
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
茅
ヶ
崎
市
は
、
都
心
か
ら
南
西
約

50
㌔
㍍
に
位
置
し
、
湘
南
エ
リ
ア
で

は
最
も
長
い
海
岸
線
を
持
つ
人
口
約

24
万
人
の
ま
ち
で
す
。
こ
の
海
岸
線

に
は
、
国
道
１
３
４
号
が
走
っ
て
お

り
、
湘
南
の
イ
メ
ー
ジ
や
雰
囲
気
を

形
づ
く
る
大
き
な
要
素
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
平
成
27
年
３
月
に
は
、
さ
が
み
縦

貫
道
路
（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道
の
一
部
）
が
全
線
開
通
し
、今
後
、

横
浜
湘
南
道
路
や
高
速
横
浜
環
状
南

線
が
平
成
32
年
度
に
開
通
す
る
予
定

で
、
本
市
を
取
り
巻
く
道
路
環
境
は

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
近
隣
の

江
の
島
で
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の

セ
ー
リ
ン
グ
競
技
も
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
本
市
に
対

す
る
人
や
物
の
流
れ
に
大
き
な
影

響
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
地
域

経
済
の
好
循
環
を
図
る
絶
好
の
機

会
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
の
一
つ
の
キ
ッ
カ
ケ
づ
く

り
と
し
て
浮
上
し
た
の
が
道
の
駅

で
す
。
さ
が
み
縦
貫
道
路
か
ら
繋

が
る
新
湘
南
バ
イ
パ
ス
の
現
在
の

最
終
地
点
付
近
の
国
道
１
３
４
号

沿
い
に
、
平
成
31
年
度
の
オ
ー
プ

ン
を
目
指
し
て
道
路
管
理
者
で
あ

る
神
奈
川
県
と
と
も
に
道
の
駅
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
国
道
１
３
４
号
は
、
お
正
月
の

13

そ
の
た
め
の
議
論
を
地
域
の
方
々

と
行
っ
て
い
ま
す
。

　
道
の
駅
は
、
道
路
利
用
者
の
皆

さ
ん
へ
の
安
全
で
快
適
な
道
路
交

通
環
境
の
提
供
が
重
要
で
あ
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
域
に
お
住
ま

い
の
方
々
に
と
っ
て
身
近
な
交
流

の
場
と
な
る
と
と
も
に
、
防
災
機

能
も
有
し
た
安
全
安
心
の
場
と
な

る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
こ
の
道
の
駅
が
湘
南
の

イ
メ
ー
ジ
を
体
現
し
た
都
市
型
の

道
の
駅
と
な
り
、
本
市
の
活
力
向

上
や
賑
わ
い
の
拠
点
と
し
て
中
心

的
な
役
割
を
担
う
も
の
と
大
い
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

え
な
い
政
策
と
し
て
、
農
地
を
保

全
す
る
農
家
に
「
国
防
費
」
と
し

て
支
払
わ
れ
て
い
る
。

　
ス
イ
ス
の
憲
法
改
正
の
背
景
に

は
こ
う
し
た
歴
史
が
あ
り
、
そ
の

想
定
力
は
多
岐
に
渡
る
。
日
本
の

憲
法
改
正
論
議
は
防
衛
問
題
ば
か

り
で
、
国
民
の
生
命
を
守
る
食
糧

問
題
は
議
論
さ
れ
な
い
。
日
本
は

農
地
が
次
々
放
棄
さ
れ
、
国
民
の

命
が
担
保
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
。
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
、
日
本

の
安
全
保
障
、国
家
財
政
の
破
綻
、

食
料
自
給
率
低
下
な
ど
、
ア
ラ
ー

ト
が
鳴
り
続
け
て
い
る
の
に
、
日

本
は
そ
れ
ら
の
関
係
性
を
想
定
す

る
力
が
不
足
し
て
い
る
。

農
家
に
国
防
費
気
候
変
動
、
資
源
枯
渇
等
へ
移
り

つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
飢
え
な
い
戦
略
に
は
基
本
原
則

が
八
つ
あ
る
。
特
徴
的
な
項
目
で

は
、
非
常
時
は
国
民
の
最
小
食
品

要
求
量
を
２
３
０
０
㌔
㌍
（
平
時

３
３
０
０
㌔
㌍
）
に
制
限
し
６
カ

月
間
確
保
。
４
カ
月
の
義
務
的
責

任
在
庫
と
い
う
制
度
が
あ
り
、
国

と
民
間
企
業
の
契
約
で
担
保
さ
れ

る
。
責
任
在
庫
機
構
は
民
間
の
自

主
的
組
織
で
、
費
用
は
販
売
価
格

に
上
乗
せ
国
民
が
負
担
す
る
。

　
負
担
額
は
１
人
当
た
り
１
５
８

０
円
程
度
。
食
料
で
５
３
９
円
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
１
０
０
６
円
、
医

薬
品
で
19
円
程
度
な
ど
だ
。
日
本

風
物
詩
で
あ
る
箱
根
駅
伝
（
東
京

箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
）
の

コ
ー
ス
に
も
な
っ
て
お
り
、
道
の

駅
が
完
成
し
た
際
に
は
全
国
の
皆

さ
ん
に
本
市
の
魅
力
を
広
く
ア
ピ

ー
ル
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
道
の
駅
と

し
て
の
魅
力
も
し
っ
か
り
高
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、

市
街
地
に
近
い
立
地
を
最
大
限
に

活
か
す
必
要
も
あ
る
と
考
え
て
、

「道の駅」のトイレに関するアンケート 『道の駅に関するアンケート』回答用紙
Ｑ１．「道の駅」のトイレはどのようなトイレであって欲しいとお考

えですか？　具体的にお書きください。

（例：清潔でキレイなトイレ、待ち時間のないトイレ、洋式のトイレ）

（ ）

Ｑ２．あなたが今まで利用した「道の駅」のトイレで、オススメのと

ころがありましたら、その駅名、および、その理由をお聞かせくださ

い。（３つまで）

①駅名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

②駅名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

③駅名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ３．逆に「道の駅」のトイレでオススメできないところがありまし

たら、その道の駅名、および、その理由をお聞かせください。

①駅名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

②駅名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

③駅名（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Ｑ４．「道２１世紀新聞」はどこの駅で入手しましたか？

　●都道府県名（　　　　　）●道の駅名（ ）

Ｑ５．新聞入手した道の駅の印象をお書きください？

（ ）

Ｑ１． （ ）

Ｑ２．
①駅名（ ）
理由（ ）
②駅名（ ）
理由（ ）
③駅名（ ）
理由（ ）
Ｑ３．
①駅名（ ）
理由（ ）
②駅名（ ）
理由（ ）
③駅名（ ）
理由（ ）
Ｑ４．●都道府県名（　　　　　　）●道の駅名（ ）
Ｑ５．（ ）
お　名　前：　
郵便番号〒：
ご　住　所：
お電話番号：（　　　　）－（　　　　）－（　　　　）
性　　　別：　　男　　　女
年　　　齢：　　歳
ご　職　業：
通信欄（その他ご意見等がありましたらご記入ください）

　ル
ー
ト
プ
レ
ス
は
人
と
道
の
あ
り
方
を
読
者
と
と
も
に
考
え
よ
う

と
、
毎
号
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
意
見
は
本
紙
で
報
告

さ
せ
て
い
た
だ
く
ほ
か
、
道
の
駅
や
地
域
活
性
化
の
た
め
の
資
料
と
し

て
活
用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
行
政
や
「
道
の
駅
」
関
係
の
諸
団
体
な

ど
に
も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
ご
回
答
は
統
計
的
に
処
理
し
て
結
果
の

み
を
公
表
し
、
個
人
を
特
定
で
き
る
デ
ー
タ
を
外
部
に
開
示
す
る
こ
と

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。
忌
憚
な
い
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ご
回

答
い
た
だ
い
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

みかわ
和泉政美支配人

　四国カルスト、石鎚国定公園面河渓谷

愛媛県久万高原町上黒岩 2840-1
国道 33 号　TEL.0892-56-0330

の入り口にあります。四国霊場 44、45 番がすぐそ
ば。隣りに地元新鮮野菜を販売する「美川ふるさ
と市」があり、売店ではお土産物、食堂では夏は
地元名物の美川手延べ素麺、冬は地元野菜をたっ
ぷり使ったキジそばなどを提供しております。

おろちの里
渡邊優一駅長代理

　近隣に温泉やダム、牛や馬の牧場、

島根県雲南市木次町北原 1603
国道 314 号　TEL.0854-48-9062

そして目の前にはダム湖「さくらおろち湖」が
展望できる道の駅です。農家レストランでは地
元野菜や珍しい野菜をふんだんに使用した「田
舎料理バイキング」が人気で、使用した食材は
隣の特産物直売所でお買い求めいただけます。

うき
野村英光駅長

　「元気を食べよう、元気を生きよう」

熊本県宇城市松橋町久具 757-3
国道 3 号／ 181 号   TEL.0964-34-0377

を合言葉に、安心で新鮮で美味しい旬の農作物の
素晴らしさを伝える道の駅。店内にはトマト、メ
ロン、デコポン、晩柑など野菜・果物・お米・花
と、沢山の地域を代表する農産加工品を販売して
おり、地方発送も多く大変喜ばれています。
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　道の駅や道路などに関する様々
なご意見、お考えをお寄せくださ
い。ハガキの宛先は、〒 102-0075 
東京都千代田区三番町 7-1 朝日三
番町プラザ NPO 法人「人と道研
究会」。電子メールは、dokusya@
route-press21st.jp 宛 て。 写 真、
カットの投稿も歓迎。採用分には
記念品をお送りします。

◆お便り募集

☆
感
激
！
人
生
勉
強

　
創
刊
50
号
記
念
の
「
ル
ー
ト
プ

レ
ス
」
を
拝
見
し
て
ま
ず
、
読
者

の
声
に
感
激
し
ま
し
た
。
年
齢
も

若
い
方
か
ら
私
の
父
母
の
年
代
く

ら
い
の
方
ま
で
。
い
ろ
ん
な
考
え

方
、
マ
ナ
ー
の
あ
り
方
等
々
、
人

生
の
勉
強
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
よ
う
で
、
あ
り
が
た
く
読
み

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
千

葉
市
　
主
婦
・
45
歳
）

☆
助
け
ら
れ
ま
し
た

　
三
陸
の
震
災
被
災
地
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
行
っ
た
際
、
ト
イ
レ
や

身
支
度
な
ど
で
道
の
駅
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。助
か
り
ま
し
た
。

ど
ん
ど
ん
道
の
駅
が
ふ
え
て
、
と

て
も
よ
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
は
公
園
や
、
コ
ス
ト
コ
の
よ
う

な
大
型
店
舗
の
そ
ば
に
つ
く
る
こ

と
も
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
閉
店
し
た
店
の
多
い
シ
ャ
ッ

タ
ー
商
店
街
の
真
ん
中
に
道
の
駅

を
開
店
さ
せ
る
な
ど
、
行
政
に
は

出
来
そ
う
も
な
い
こ
と
が
実
現
す

る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。（
千
葉

県
香
取
市
　
公
務
員
男
性
・
45
歳
）

☆
い
や
さ
れ
る
空
間

　
50
号
で
熊
野
先
生
が
「
ほ
っ
と

す
る
居
場
所
の
道
の
駅
は
、
景
観

の
美
し
い
と
こ
ろ
に
つ
く
る
と
い

い
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
を
、
フ

ム
フ
ム
と
読
み
ま
し
た
。
道
の
駅

は
も
う
、
買
い
物
や
休
憩
だ
け
で

な
く
、
高
齢
者
の
安
否
確
認
や
学

生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設
。
景
色

が
よ
く
、
空
気
の
澄
ん
で
い
る
と

こ
ろ
な
ら
、
な
に
よ
り
い
や
さ
れ

る
空
間
な
の
だ
と
、
改
め
て
思
い

ま
し
た
。（
青
森
市
　
会
社
員
女

性
・
33
歳)

☆
ラ
ン
ク
付
け
疑
問

　
道
の
駅
の
大
フ
ァ
ン
で
、
地
域

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
、
旬
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
読
者
の
声
で
以
前
、

「
道
の
駅
に
ラ
ン
ク
付
け
を
」
と

い
う
意
見
が
あ
り
ま
し
た
が
、
何

で
も
ラ
ン
ク
付
け
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。
従
業
員
の
対
応
が
問
題

だ
っ
た
ら
、
道
の
駅
に
伝
え
て
対

応
さ
せ
、
そ
れ
で
も
改
善
し
な
い

な
ら
行
か
な
け
れ
ば
良
い
。
選
択

の
自
由
が
き
く
世
の
中
で
あ
り
た

い
で
す
。（
新
潟
県
三
島
郡
　
会

社
員
女
性
・
41
歳
）

☆
平
常
の
価
値
痛
感

　
熊
本
地
震
の
１
年
を
総
括
し
た

特
別
寄
稿
の
記
事
に
、「
道
路
の

価
値
を
再
認
識
」と
あ
り
ま
し
た
。

確
か
に
、
普
段
な
に
げ
な
く
車
を

走
ら
せ
て
い
た
道
路
な
ど
の
平
常

が
い
か
に
大
切
な
存
在
な
の
か
、

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
小
生
も

被
災
し
、
妻
と
二
人
で
鹿
児
島
に

避
難
し
て
い
ま
す
。
自
宅
は
大
規

模
半
壊
で
も
早
く
戻
る
つ
も
り
で

し
た
が
、
や
っ
と
み
つ
か
っ
た
修

理
業
者
は
、
当
面
応
急
修
理
し
か

で
き
ず
、
完
全
補
修
工
事
だ
と
２

年
先
に
な
る
、
現
時
点
で
は
見
積

り
金
額
も
出
せ
な
い
と
の
こ
と
。

道
路
の
復
旧
と
自
宅
の
復
旧
と
、

私
の
頭
の
中
で
は
交
錯
し
て
い
る

感
じ
で
す
。(

鹿
児
島
県
さ
つ
ま

川
内
市
　
男
性
・
68
歳
）

☆
パ
ズ
ル
は
子
供
と

　
日
帰
り
温
泉
の
あ
る
道
の
駅

で
、
初
め
て
ル
ー
ト
プ
レ
ス
を
手

に
と
り
ま
し
た
。
子
供
と
、
休
け

い
時
に
パ
ズ
ル
を
と
き
ま
し
た
。

夫
は
昼
寝
中
。（
山
形
県
西
村
山

郡
　
パ
ー
ト
女
性
・
46
歳
）

☆
老
化
防
止
パ
ズ
ル

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
大
変
む
ず
か
し

く
、
カ
タ
カ
ナ
語
辞
典
を
調
べ
た

り
国
語
辞
典
を
開
い
た
り
と
苦
心

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
シ
ニ
ア
脳

を
ゆ
さ
ぶ
る
事
も
老
化
防
止
と
考

え
て
と
り
く
み
、
終
わ
っ
た
あ
と
は

す
っ
き
り
し
ま
し
た
。（
神
奈
川
県

小
田
原
市
　
無
職
男
性
・
70
歳
）

☆
世
界
一
安
全
快
適

　
私
の
体
調
（
胃
全
摘
出
で
排
泄

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
不
全
）
で
は
、
車

中
泊
し
て
移
動
で
き
る
道
の
駅
が

不
可
欠
で
す
。
昔
は
コ
ン
ビ
ニ
も

無
く
食
料
確
保
が
大
変
だ
っ
た
。

道
の
駅
が
で
き
て
快
適
か
つ
安
心

な
ド
ラ
イ
ブ
が
可
能
な
日
本
は
、

世
界
に
誇
れ
る
国
で
す
。
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
で
外
国
人
の
道
の
駅

利
用
も
多
く
な
る
の
で
、
対
応
を

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感

じ
た
。（
東
広
島
市
　
年
金
暮
ら

し
男
性
・
66
歳
）

☆
地
産
地
消
守
ろ
う

　
道
の
駅
は
地
産
地
消
の
も
の
が

手
に
入
り
楽
し
め
る
も
の
も
多

く
、
夫
婦
で
道
の
駅
巡
り
を
続
け

て
い
ま
す
。
高
齢
化
、
後
継
者
不

足
な
ど
で
日
本
の
農
業
は
危
機
と

聞
き
ま
す
。私
の
実
家
は
農
家
で
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
田
植
え
、
稲
刈

り
を
手
伝
っ
て
き
ま
し
た
が
、
多

く
の
若
い
人
た
ち
に
農
業
の
よ
さ

を
気
付
い
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要

で
す
ね
。
ど
な
た
か
、
ポ
ス
タ
ー

な
ど
で
生
産
者
の
思
い
を
消
費
者

に
う
ま
く
発
信
し
て
く
だ
さ
い
。

（
神
戸
市
　
主
婦
・
50
歳
）

☆
大
切
な
水
と
大
地

　
田
ん
ぼ
の
保
全
回
復
を
訴
え

る
「
農
業
と
国
土
」
の
記
事
を
読

み
、
ほ
ん
も
の
の
農
作
物
の
味
を

道
の
駅
で
知
っ
て
も
ら
い
、
水
と

大
地
の
す
ば
ら
し
さ
、
大
切
さ
を

子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い

と
強
く
思
い
ま
し
た
。
私
の
村
で

は
、
車
の
通
る
あ
ち
こ
ち
に
、
森

の
中
に
ま
で
ゴ
ミ
山
の
あ
る
の
が

悲
し
い
。
こ
れ
以
上
環
境
破
壊
を

せ
ず
、
豊
か
で
幸
せ
な
次
世
代
に

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
祈

り
ま
す
。（
奈
良
県
天
理
市
　
主

婦
・
67
歳
）

☆
お
も
て
な
し
の
心

　
近
く
に
あ
る
道
の
駅｢

鳳
来

三
河
三
石｣

の
駅
長
さ
ん
に
誘

わ
れ
、
私
の
勤
め
る
高
校
の
生
徒

２
人
と
一
緒
に
地
元
の
城
を
案
内

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
養
成

講
座
を
受
講
。
理
論
の
押
し
付
け

は
厳
禁
で
、
楽
し
み
な
が
ら
一
緒

に
歩
き
、
思
い
出
づ
く
り
を
お
勧

め
す
る
と
い
う
視
点
が
大
切
と
教

わ
っ
た
。
新
東
名
高
速
道
路
の
開

通
で
今
後
観
光
客
も
増
え
る
の

で
、
学
ん
だ
お
も
て
な
し
の
心
を

役
立
て
た
い
。（
愛
知
県
新
城
市

　
教
員
・
46
歳
）

☆
楽
し
い
ド
ラ
イ
ブ

　
コ
ラ
ム
「
道
の
駅
へ
の
期
待
」

で
Ｊ
Ａ
Ｆ
の
会
長
が
、
今
後
は
道

の
駅
同
士
が
連
携
を
深
め
て
ド
ラ

イ
ブ
旅
行
を
推
進
す
る
こ
と
が
大

切
、
と
語
っ
て
い
る
こ
と
に
同
感

し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
道
の
駅

が
競
争
す
る
よ
り
も
、
お
互
い
に

ド
ラ
イ
ブ
旅
行
を
楽
し
く
す
る
た

め
の
工
夫
を
こ
ら
し
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
て
欲
し
い
も
の
で

す
。（
長
野
県
上
伊
那
郡
　
パ
ー

ト
女
性
・
51
歳
）

☆
自
動
運
転
は
後
れ
？

　
連
載「
モ
ビ
リ
テ
ィ
新
時
代
考
」

で
、
自
動
運
転
バ
ス
な
ど
の
実
用

化
や
実
証
実
験
が
世
界
中
で
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
読
み
、
日
本
は

自
動
車
生
産
大
国
な
の
に
、
自
動

運
転
で
は
決
し
て
先
行
し
て
い
な

い
の
だ
な
、
と
初
め
て
知
っ
た
。

（
宮
崎
市
　
会
社
員
男
性
・
38
歳
）

し
る
し
な
く
　
物
を
思モ

は
ず
ば
　
一ヒ

ト
ツ
キ杯
の
　
濁ニ

ゴ

れ
る
酒
を
　
飲
む

べ
か
る
ら
し
　（
巻
三
・
三
三
八
番
）

　
効
果
が
な
い
ア
レ
コ
レ
の
考
え
に
苦
し
む
よ
り
は
、
一
杯
の
濁

酒
を
飲
む
の
が
い
い
ら
し
い
。

　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

は
な
り
な
む
　（
巻
三
・
三
四
八
番
）

　
こ
の
世
の
日
々
が
楽
し
く
過
せ
る

の
で
あ
れ
ば
、因
果
応
報
の
道
理
で
、

来
世
は
人
間
で
な
く
、
虫
に
で
も
鳥

に
で
も
、
私
は
な
っ
て
よ
い
!!

　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

生
け
る
者ヒ

ト

　
遂ツ

ヒ

に
も
死
ぬ
る
　
物
な

れ
ば
　
今
世
な
る
間マ

は
　
楽
し
く
を
あ
ら
な
（
巻
三
・
三
四
九
番
）

　
生じ

ょ
う
じ
ゃ
ひ
つ
め
つ

者
必
滅
―
―
生
き
て
い
る
者
は
、何い

つ
か時
は
死
ぬ
の
で
あ
れ
ば
、

こ
の
世
に
生
き
て
い
る
間
は
、
毎
日
を
楽
し
く
暮
ら
し
た
い
も
の

だ
。

　
　
　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

世
の
な
か
を
　
何
に
例タ

ト

へ
む
　
朝
発ビ

ラ

き
　
漕コ

ぎ
に
し
船
の
　
跡ア

ト

な

き
が
ご
と
し
（
巻
三
・
三
五
一
番
）

　
こ
の
現
実
を
何
に
例
え
よ
う
か
。
朝
方
、
港
を
出
て
行
っ
た
船

跡
は
、
消
え
て
し
ま
う
。
そ
の
よ
う
に
人
の
死
後
は
、
何
も
残
ら

な
い
の
だ
。

　
以
上
の
作
者
は
、大だ

ざ
い
の
そ
ち

宰
帥
大
伴
旅
人
。「
酒
を
讃ほ

む
る
歌
十
三
首
」

か
ら
抜
粋
し
ま
し
た
。

　
こ
の
六
首
に
、
楽
天
、
享
楽
、
廃は

い

頽た
い

を
感
じ
ま
す
か
。
旅
人
の

心
は
、
瞬
時
の
緩
み
も
な
く
、
真
剣
に
世
間
と
人
間
を
凝
視
し
て

い
ま
す
。
旅
人
の
心
中
を
察
し
て
、
熟
読
玩
味
し
て
く
だ
さ
い
。

�

（
万
葉
研
究
家
）

　
大
伴
旅
人
の
「
一
杯
の
酒
」

な
か
な
か
に
　
人
と
あ
ら
ず
は
　
酒サ

カ
ツ
ボ壷
に
　
な
り
に
て
し
か
も
　

酒
に
染シ

み
な
む
（
巻
三
・
三
四
三
番
）

　
中
途
半
端
な
人
間
と
し
て
生
き
て
い
る
よ
り
は
、
酒
壷
に
な
っ

て
し
ま
い
た
い
な
ア
。
そ
う
し
た
ら
思
う
存
分
、
酒
に
浸ひ

た

っ
て
お

れ
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

価ア
タ
イ
な
き
　
宝
と
い
ふ
と
も
　
一
杯
の
　
濁
れ
る
酒
に
あ
に
勝マ

サ

ら
め

や
（
巻
三
・
三
四
五
番
）

　
値
段
が
付
け
ら
れ
な
い
程
の
高
価
な
宝
と
て
、
こ
の
一
杯
の
濁

り
酒
に
、勝
つ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
と
て
も
勝
て
ま
い
よ
。

　
　
×
　
　
　
　
×
　
　
　
　
×

今コ
ン
ヨ世
に
し
　
楽タ

ヌ

し
く
あ
ら
ば
　
来コ

む
世
に
は
　
虫
に
鳥
に
も
　
吾ワ

レ

　地域住民が互
いに助け合い支
え 合 う「 赤 い
羽根共同募金運
動」が来年 3月
まで展開中で
す。東京都内で
は昨年、町内会
などによる戸
別募金や街頭
募金、インター
ネットでの募金
により、約 12
億円の寄付金が
社会福祉施設な
ど約 1500 カ所

に配分されました。
募金に関するお問い合わせ　東京都共同募金会
（電話 03-5292-3182。ホームページは「東京の赤
い羽根」で検索）

赤い羽根共同募金にご協力を

いが
北川英典店長

　四方を山々に囲まれた忍者の里の道の

三重県伊賀市柘植町 6187-1
国道 25 号　TEL.0595-45-3513

駅。レストランでは、地元食材である伊賀牛を使
用したメニューの人気が特に高く、伊賀牛肉うど
ん、伊賀牛どて丼をリーズナブルな価格で味わえ
ます。地元特産品をはじめ各種お土産を取り揃え
た売店の他、24時間営業のコンビニもあり。

ヘルシーテラス佐久南
青木栄治駅長

　雄大な浅間山が煙をたなびかせる景

長野県佐久市伴野 7-1
国道 142 号　TEL.0267-78-3383

色を一望できる道の駅。地元農産物を用いた健康
長寿メニューをレストランでお召し上がりいただ
けます。生産量日本一のプルーンや特産の佐久鯉
のお土産なども販売しております。中部横断自動
車道・佐久南インターを降りて目の前です。

ひたちおおた
植田笑子駅長

　レストランはワンオーダーブッフェで、

茨城県常陸太田市下河合町 1016-1
国道 349 号　TEL.0294-85-6888

当市の旬の野菜をふんだんに使い、手作りにこだわっ
て野菜の美味しさを味わっていただいています。敷
地内にある2棟のトマトハウスは、一年中トマトの
摘み取り体験ができます。道の駅では珍しい体験企
画のようで、気軽に農業に触れられると人気です。

2017年（平成29年）12月 第51号

　
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
の
第
６
回
総
会
と
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
10
月
初
旬
、
鳥
取
県
倉
吉
市
で
開
か
れ

無
事
終
了
し
ま
し
た
。
道
の
駅
の
登
録
・
案
内
制
度

が
ス
タ
ー
ト
し
て
来
年
は
25
周
年
を
迎
え
ま
す
。
11

月
の
新
規
登
録
17
道
の
駅
も
合
わ
せ
、
道
の
駅
は
全

国
１
１
３
４
駅
に
も
な
り
ま

し
た
。
総
会
で
は
、
会
員
全

員
が
一
致
団
結
し
て
心
新
た

に
公
的
施
設
と
し
て
の
道
の

駅
の
新
し
い
一
歩
を
踏
み
出

そ
う
と
、
誓
い
合
っ
た
と
こ

ろ
で
す
。

　
総
会
で
は
ま
た
、
設
置
自
治
体
首
長
の
集
ま
り
と

し
て
の
任
意
団
体
だ
っ
た
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会

を
法
人
化
に
向
け
た
検
討
を
す
る
こ
と
で
、
道
の
駅

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
層
の
強
化
と
進
化
へ
の
サ
ポ

ー
ト
を
着
実
に
進
め
る
新
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が

決
議
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
が
道
の
駅
の
質
の
向
上

を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、
主
体
的
に
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま

す
。

　
当
面
の
目
標
は
25
周
年
の
記
念
事
業
を
展
開
す
る

こ
と
で
、さ
ま
ざ
ま
な
企
画
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
教
科
書
「
道
の
駅
」
を
全
国
の

道
の
駅
で
出
版
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
教
科
書
「
道
の
駅
」
を
中
心
的
な
テ
キ

ス
ト
と
し
て
、
全
国
の
道
の
駅
で
こ
れ
か
ら
の
道
の

駅
の
あ
り
方
を
考
え
る
駅
長
や
ス
タ
ッ
フ
、設
置
者
、

道
路
管
理
者
等
を
対
象
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施

や
、
２
０
１
８
年
４
月
以
降
は
全
国
９
カ
所
で
、
有

識
者
に
よ
る
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
も
検
討
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
地
域
と
と
も
に
あ
る
道
の
駅
の
意
義
や
地

方
創
生
推
進
に
よ
る
地
域
活
性
化
な
ど
多
様
な
話
題

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

�

全
国
「
道
の
駅
」
連
絡
会
事
務
局
長
　
杉
﨑
光
義

15

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト

希
望
商
品
名
の
ほ
か
、
①
氏
名
②
郵
便
番
号
・
住

所
③
電
話
番
号
④
性
別
⑤
職
業
⑥
年
齢
⑦
趣
味
⑧

新
聞
の
入
手
場
所
⑨
関
心
を
持
っ
た
記
事
⑩
感

想
・
意
見
を
1
枚
の
は
が
き
に
記
入
し
、
〒
１
０

２
―
０
０
７
５
東
京
都
千
代
田
区
三
番
町
７
―
１�

朝
日
三
番
町
プ
ラ
ザ
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
人
と
道
研
究
会

へ
。
１
月
31
日
（
水
）
必
着
。
発
送
を
発
表
に
か

え
、
個
人
情
報
は
応
募
作
業
お
よ
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
か
ら

の
ご
案
内
以
外
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。 提供：全国「道の駅」連絡会

� http://www.michi-no-eki.jp/
提供：（株）ケービーエフ
� http://www.kbf.co.jp/

問題作成　寺崎美保子（てらこヘリテージ株式
会社代表取締役）http://zeropage.jp

クロスワード人と道パスル

★ヨコの鍵

★
タ
テ
の
鍵

１
　
手
書
き
文
字
、
コ
レ
過
ぎ
る
と
読
め
な
い
か
も
？

２
　
マ
カ
オ
で
お
馴
染
み
の

３
　
ア
ウ
ト
の
反
対

４
　
ス
ク
ラ
ッ
チ
の
銀
の
部
分
は
コ
レ
で
こ
す
り

　
　
ま
す

５
　
マ
イ
バ
ン
ク
は
三
井
〇
○
○
○
銀
行
で
す

７
　
先
生
に
習
い
ま
す

８
　
飛
車
は
縦
横
、
〇
〇
は
斜
め

10
　
名
古
屋
は
こ
の
県
に
あ
り
ま
す

12
　
赤
ち
ゃ
ん
の
名
前
は
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン

14
　
韓
は
ウ
ォ
ン
、
日
本
は

16
　
ミ
ラ
ク
ル
！

17
　
一
寸
法
師
の
武
器
と
言
え
ば

18
　
ロ
ケ
ハ
ン
の
と
き
事
前
に
入
念
に

19
　
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
登
場
。
地
図
を
こ
う
呼
ぶ
こ
と
も

20
　
契
約
の
完
成
品
を
こ
の
日
に
提
出
…

22
　
○
○
○
○
＜
ダ
ブ
ル
＜
ト
リ
プ
ル

24
　

⇔
外

25
　
売
り
切
れ
そ
う
だ
か
ら
発
売
前
に

26
　
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
こ
と

29
　
○
○
栗
三
年
柿
八
年

１　バトル
４　回して遊びます
６　いろいろあるよね
８　お客様は○○様です
９　88 の鍵盤があります
11　印象づけるにはコレが大事！？
13　ペアとも
14　２０１８年は戌
15　ウシはビーフ、鳥は？
17　何も履いてないよ
20　おにぎりに巻く
21　少ないけど生活の○○にしてね
23　2020 年にビッグイベントがある
26　他国へ引っ越し
27　○○があかない
28　嫉妬
30　正義はコレに勝つの！
31　持ち歩いて出先で作業

　
こ
の
二
〇
年
間
、
世
界
で
日
本
だ
け
が
経
済
成
長
し
な
か
っ
た
。

そ
の
結
果
、
日
本
人
の
平
均
所
得
は
約
一
二
〇
万
円
減
少
し
、
Ｇ
Ｄ

Ｐ
の
世
界
シ
ェ
ア
も
一
八
％
か
ら
六
％
に
縮
小
。
こ
の
間
、
成
長
著

し
い
中
国
は
日
本
を
追
い
抜
き
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
日
本
の
二
・
五
倍
に
も
達

し
て
い
る
。
日
本
の
国
際
的
な
地
位
の
転
落
だ
。

　
か
つ
て
「
一
億
総
中
流
」
と
い
わ
れ
た
社
会
も
い
ま
や
貧
困
化
が

進
行
し
格
差
社
会
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
日
本
人
の
多
く
は
、「
今

の
暮
ら
し
に
満
足
」
し
て
い
て
こ
の
「
危
機
」
を
危
機
と
し
て
感
じ

て
い
な
い
。「
日
本
が
溶
解
し
始
め
て
い
る
」
こ
の
現
実
を
直
視
し

よ
う
、
と
著
者
は
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
日
本
の
経
済
を
ダ
メ
に
し
て
き
た
の
は
規
制
緩
和
や
公
共
事
業
の

縮
小
、
小
さ
な
政
府
を
よ
し
と
す
る
ア
メ
リ
カ
発
の
「
新
自
由
主
義

経
済
」
だ
、
と
著
者
は
指
摘
す
る
（
第
二
章
「
新
自
由
主
義
経
済
学

に
よ
る
日
本
破
壊
」）。企
業
経
営
も
ハ
ー
バ
ー
ド
・
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
な
ど
に
典
型
的
に
見
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
型
が
志
向
さ
れ
、
パ
ー
ト

や
派
遣
・
契
約
社
員
を
増
大
さ
せ
従
業
員
の
四
割
を
占
め
る
。
結
果
、

従
業
員
の
士
気
は
著
し
く
低
下
を
余
儀
な
く
さ
せ
て
い
る
。

　
安
全
保
障
に
関
す
る
危
機
も
深
刻
だ
。「
深
ま
ら
な
い
安
全
保
障

議
論
と
憲
法
」（
第
三
章
）。

　「
わ
が
国
最
大
級
の
危
機
の
ひ
と
つ
」
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
が

｢

東
京
首
都
圏
一
極
集
中
と
い
う
危
機｣

（
第
四
章
）。
首
都
圏
に

は
総
人
口
の
約
三
割
が
集
中
し
、
人
口
流
入
傾
向
は
現
在
も
続
く
。

こ
こ
で
巨
大
地
震
が
発
生
し
た
ら
、
影
響
は
日
本
全
体
に
及
ぶ
。

　「
先
進
各
国
に
大
き
く
遅
れ
を
と
る
イ
ン
フ
ラ
環
境
」（
第
五
章
）

／
「
壊
れ
て
い
く
日
本
語
」（
第
六
章
）
／
「
日
本
を
弱
く
し
た
選

挙
制
度
」（
第
七
章
）
／
「
揺
ら
ぐ
日
本
の
土
地
所
有
」（
第
八
章
／

「
国
家
の
根
幹
『
公
務
員
制
度
』
の
危
機
」（
第
九
章
）
／
「
崩
壊
し

て
い
く
子
ど
も
た
ち
」（
第
一
〇
章
）。

　
各
章
で
取
り
上
げ
る
諸
問
題
は
い
ず
れ
も
日
本
と
い
う
国
の
屋
台

骨
に
か
か
わ
る
事
柄
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
重
大
な
毀
損
が
生
じ
て
い

る
の
は
、
政
策
の
選
択
な
ど
に
誤
り
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
い
う
の
が
著
者
の
基
本
的
な
問
題
意
識
だ
。

　
と
き
あ
た
か
も
衆
議
院
が
解
散
、
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
。「
国
難
」

が
解
散
理
由
の
ひ
と
つ
に
挙
げ
ら
れ
た
が
、「
国
難
」
は
外
か
ら
や
っ

て
く
る
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
内
側
か
ら
ジ
ワ
ジ
ワ
と
広
が
っ
て
い

く
。
著
者
は
第
一
一
章
「
人
生
一
〇
〇
年
時
代
の
制
度
設
計
」
に
お

い
て
、「
日
本
創
生
」
の
方
向
と
し
て
「
多
世
帯
同
居
へ
の
回
帰
」

を
提
言
す
る
。
今
後
、
こ
の
考
え
方
が
一
層
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し

た
い
。�

（
花
信
風
子
）

プ
レ
ゼ
ン
ト
へ
の
応
募

50 号の正解は
「イイネルートプレス」

「危機感のない
日本」の危機
大石久和
（海竜社）

●応募方法　タテ、ヨコの鍵により数字の枠を埋め、英字枠の語をＡＢＣ順
にならべたのが「正解」です。正解者 20 人（多数のときは抽選）に記念品
をお送りします。応募は 1枚のはがきに正解のほか、①氏名②郵便番号・住
所③電話番号④性別⑤職業⑥年齢⑦趣味⑧新聞の入手場所⑨関心を持った記
事⑩感想・意見を記入してください。送り先は〒 102-0075�東京都千代田区
三番町7-1�朝日三番町プラザ　ＮＰＯ人と道研究会。平成30年１月31日（水）
必着。発送を発表にかえ、個人情報は応募作業およびＮＰＯからのご案内以
外の目的には使用しません。

★
道
の
駅
の
す
べ
て
が
わ
か
る
『
教

科
書
「
道
の
駅
」』
を
10
人
に
。

　「
道
の
駅
」
制
度
が
生
ま
れ
た
い

き
さ
つ
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
国
民
的

人
気
の
地
域
振
興
拠
点
と
し
て
活
躍

し
て
き
た
か
、
今
後
ど
う
発
展
す
べ

き
か
な
ど
を
詳
述
。道
の
駅
関
係
者
、

研
究
者
の
必
携
書
（
一
般
へ
の
市
販

は
来
年
度
以
降
の
予
定
）。

★
最
新
の
触
媒
技
術
ラ
ー
フ
エ
イ
ド

で
抗
菌
＆
防
臭
効
果
を
高
め
た
泉
州

タ
オ
ル
「
菊
風
た
お
る
」
を
30
人
に
。

　
ラ
ー
フ
エ
イ
ド
は
大
阪
大
学
と
の

共
同
開
発
技
術
。
札
幌
の
病
院
、
横

浜
の
地
下
鉄
、
新
国
立
劇
場
で
も
抗

菌
・
防
臭
効
果
を
発
揮
。
タ
オ
ル
へ

の
活
用
は
、
ほ
と
ん
ど
の
細
菌
増
殖

を
抑
制
し
、
長
く
使
っ
て
も
匂
い
が

残
ら
な
い
。

 

教
科
書
「
道
の
駅
」
出
版
も

うみてらす名立
細谷貴雄代表

　日本海の幻想的な夕日に魅せられ、

新潟県上越市名立区名立大町 4280-1
国道 8 号　TEL.025-531-6300

海産物や「メイド・イン上越」認証品を買える鮮
魚市場、海の幸や名物料理が味わえる海鮮レスト
ラン、展望露天風呂など7種の浴槽、オーシャン
ビューが人気の宿泊施設もある道の駅。1年を通
して楽しめる複合レジャースポットです。

風の家
池田徹駅長

　蒜山高原の玄関口、米子自動車道蒜山

岡山県真庭市蒜山上徳山 1380-6
国道 482 号  TEL.0867-66-4393

ICそばにあります。直売施設には毎朝新鮮な高原
野菜や花卉、加工品が運ばれ、物産館にはジャー
ジー牛乳製品をはじめ地元特産品が並びます。蕎
麦栽培が盛んで、「そばの館」で挽きたて、打ち
たて、茹でたての三たて地元産そばを味わえます。

にしかた
大久保正駅長

　北は宇都宮、南は佐野・足利への交

栃木県栃木市西方町元 369-1
国道 293 号  TEL.0282-92-0990

通要所。一方、「西方五千石」と呼ばれた米のほ
か、特産のいちご等農作物の豊富な田園地帯でも
あり、地産地消の農村レストランでは梅巻きチキ
ンフライ定食、手打ニラそば、とちおとめジェラー
トがお薦め。当駅限定酒「杉並木」も評判です。
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全国「道の駅」連絡会

団体保険のご案内

保険期間 平成29年11月1日午後4時 から 平成30年11月1日午後4時 まで

保険料払込方法 請求書記載の指定口座へ振込

加入締切日 ●平成29年11月1日保険開始の場合 → 平成29年10月16日 まで
●中途加入の場合 → 中途加入月の前月15日 まで

全国「道の駅」連絡会  会員の皆さまへ

皆
様
か
ら
の
お
声
を
反
映
し
、

Refresh
〈休憩機能〉

Information
〈情報発信機能〉

Disaster prevention
〈防災機能〉

Community
〈地域の連携機能〉

Disaster preventionDisaster prevention

2017年度

水
災
の
被
害
を
補
償
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

が
新
設
！

「
水
災
危
険
担
保
特
約
」

さ
ら
に
、年
間
の
イ
ベ
ン
ト
を
ま
と
め
て
補
償
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

を
追
加
！

「
イ
ベ
ン
ト
賠
償
責
任
保
険
」

NEW

あらぎの里
保江厚子駅長

　棚田百選の景勝地「あらぎ島」近く

和歌山県有田川町三田 664-1
国道 480 号　TEL.0737-25-0088

の駅。食事は地元産の地鶏丼、特産品販売では
自家製手作りのこんにゃくと豆腐、日本一の生
産量を誇る「ぶどう山椒」商品が人気上々です。
2月から約 1ヵ月間、LEDソーラーライト3000
個があらぎ島を幻想的に浮かびあがらせます。

樹海ロード日高
三輪茂駅長

　札幌・帯広方面から旭川・苫小牧方

北海道日高町本町東 1-298-1
国道 274 号　TEL.01457-6-2008

面へアクセスする国道の分岐点にある道の駅で、
峠出入り口の交通要所として日々多くの方々にご
利用いただいております。特産品の「ヤマベ」を
使った料理が楽しめる飲食店のほか特産品直売所
などもあり、四季折々の味覚が楽しめます。

龍勢会館
久喜邦康駅長

　「龍勢祭」（10月第2日曜日）の臨場

埼玉県秩父市吉田久長 32
県道皆野両神荒川線　TEL.0494-77-0333

感そのままに、いつでも祭りの感動に出合える道
の駅。大型スクリーンによる映画や解説、世界の
龍勢等を展示しています。龍勢茶屋では、朝採り
野菜等特産品を販売、食堂も地元産食材を使った
「元祖・古代米カツカレー」が人気です。


